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一
、
課
題
と
目
的

　

本
稿
で
は
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
二
月
一
日
に
株
式
会
社
大
丸
呉
服

店
（
以
下
、大
丸
）
が
発
行
し
た
『
大
丸
店
員
読
本
』（
以
下
、『
店
員
読
本
』）

八
巻
の
翻
刻
紹
介
を
か
ね
て
、
大
丸
に
お
け
る
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向

上
と
経
営
の
近
代
化
＝
百
貨
店
化
過
程
と
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る）

1
（

。

言
い
換
え
れ
ば
、『
店
員
読
本
』
が
大
丸
の
百
貨
店
化
過
程
に
お
い
て
店
員

の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
に
果
た
し
た
役
割
と
発
行
背
景
に
関
し
て
、
当
時

専
務
取
締
役
で
あ
っ
た
里
見
純
吉
の
経
営
改
革
の
目
的
を
交
え
て
解
き
明
か

す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

こ
れ
を
課
題
と
す
る
理
由
に
は
、
里
見
が
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
発
行
し
た
『
店
員
読
本
』
の
活
用
に
よ
る
店
員
教
育
・
養
成
（
以
下
、

店
員
養
成
）
が
、
昭
和
初
期
以
降
に
大
丸
が
日
本
の
代
表
的
な
大
都
市
呉
服

系
百
貨
店
（
以
下
、
呉
服
系
百
貨
店
）
と
し
て
、
営
業
展
開
す
る
ま
で
に
急

成
長
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
店
員

の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
、
里
見
が
実
行
し
た
経
営
の
近
代
化
と
い
う
経

営
改
革
＝
到
達
目
標
と
直
結
し
て
い
た
と
想
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

拙
著
で
は
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
た
大
丸
の
百
貨
店
化
と
昭

和
戦
前
期
ま
で
に
急
成
長
し
た
要
因
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
取
締
役
社
長
下

村
正
太
郎
と
専
務
取
締
役
里
見
の
両
活
動
お
よ
び
両
者
の
関
係
か
ら
考
察
し
、

次
に
里
見
が
大
丸
入
社
後
に
手
掛
け
た
経
営
の
近
代
化
に
関
し
て
明
ら
か
に

し
、
二
人
が
企
業
家
と
し
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
以
下
の
二
点
を
導
き

出
し
た）

2
（

。

　

第
一
に
、
下
村
が
明
治
後
期
の
大
丸
存
亡
の
危
機
を
脱
す
る
た
め
に
あ
ら

ゆ
る
策
を
講
じ
、
近
代
的
な
商
業
経
営
の
組
織
へ
の
転
換
を
試
み
た
。
下
村

は
、
こ
の
過
程
で
経
営
強
化
を
図
る
た
め
に
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

専
務
里
見
純
吉
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
と
経
営
の
近
代
化

―
昭
和
初
期
『
大
丸
店
員
読
本
』
の
紹
介
を
か
ね
て

―

末　
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＊
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二
月
に
里
見
を
入
社
さ
せ
た
。
彼
は
、
三
越
本
店
に
庶
務
係
長
と
し
て
入
社

し
、
以
後
営
業
部
次
長
、
雑
貨
部
長
、
本
部
秘
書
課
長
兼
参
事
ま
で
上
り
詰

め
、
三
越
の
次
期
経
営
陣
候
補
の
一
人
に
あ
げ
ら
れ
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ

た
。

　

第
二
に
、
下
村
の
意
思
を
受
け
継
い
だ
里
見
は
入
社
直
後
か
ら
呉
服
店
時

代
の
古
い
慣
習
を
排
除
し
な
が
ら
、戦
前
期
に
か
け
て
部
門
管
理
制
の
実
現
・

強
化
と
店
員
制
度
の
充
実
策
を
中
軸
と
し
た
経
営
組
織
を
近
代
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た）

3
（

。
里
見
は
ま
ず
従
来
の
番
頭
丁
稚
の
気
風
を
一
掃
し
、
人
事
行

政
を
合
理
化
し
て
店
員
の
職
務
規
程
を
制
定
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
店
員
の

活
動
が
顧
客
本
位
を
第
一
義
と
し
た
大
丸
経
営
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
と
自

覚
さ
せ
、
サ
ー
ビ
ス
と
商
品
の
品
質
の
向
上
を
心
掛
け
る
経
営
組
織
作
り
に

成
功
し
た
の
で
あ
っ
た）

4
（

。

　

本
史
料
や
大
丸
の
社
史
に
は
、『
店
員
読
本
』
の
発
行
経
緯
が
詳
し
く
記

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、拙
著
の
検
討
と
合
わ
せ
て
み
る
と
『
店
員
読
本
』

と
は
、
里
見
が
店
員
養
成
を
強
く
意
識
し
、
経
営
改
革
の
一
環
と
し
て
発
行

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
十
分
推
測
で
き
る）

5
（

。
理
由
に
つ
い
て
は
詳
し
く
後
述

す
る
。

　

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
戦
前
に
お
け
る
呉
服
系
百
貨
店
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の

向
上
に
つ
い
て
、
松
坂
屋
の
接
客
法
を
事
例
に
研
究
を
進
め
て
き
た）

6
（

。
大
正

後
期
に
松
坂
屋
は
名
古
屋
を
本
店
と
し
、
東
京
上
野
・
銀
座
両
店
と
大
阪
店

を
合
わ
せ
た
四
店
舗
に
よ
る
本
支
店
体
制
を
、
呉
服
系
百
貨
店
の
な
か
で
最

初
に
確
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
原
動
力
こ
そ
が
、
各
地
域
の
特
産

品
を
活
か
し
た
生
活
と
文
化
を
結
ぶ
催
事
を
経
営
戦
略
の
主
軸
と
し
て
展
開

す
る
な
か
で
、
必
死
に
営
業
活
動
し
た
店
員
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
そ
し
て
、
店
員
が
店
内
外
で
の
営
業
に
関
わ
る
顧
客
応
対
力
を
高
め
る

際
に
中
核
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
江
戸
時
代
の
呉
服
店
か
ら
百
貨
店

へ
と
転
換
を
図
り
つ
つ
編
み
出
し
た
松
坂
屋
独
自
の
接
客
法
を
取
り
入
れ
た

店
員
養
成
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

　

大
正
後
期
に
松
坂
屋
が
四
店
舗
体
制
の
確
立
を
可
能
と
し
た
理
由
に
は
、

店
員
の
大
量
雇
用
を
開
始
し
た
こ
と
に
対
応
し
、
蓄
積
さ
れ
て
き
た
接
客
法

を
中
心
と
し
た
店
員
養
成
の
シ
ス
テ
ム
を
、『
店
員
の
心
得
』
と
し
て
見
事

に
再
構
成
し
一
冊
に
ま
と
め
上
げ
、
す
ぐ
さ
ま
全
店
員
に
周
知
し
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る）

7
（

。
こ
の
『
店
員
の
心
得
』
は
、
松
坂
屋
の
多
店
舗
体
制
と
催
事

展
開
を
重
視
し
部
門
管
理
制
を
基
本
と
し
た
近
代
的
大
規
模
小
売
業
の
経
営

組
織
へ
と
脱
皮
さ
せ
る
た
め
に
必
須
の
礎
と
な
っ
た
。
当
時
、
松
坂
屋
四
店

舗
の
数
千
人
を
超
え
る
店
員
の
規
則
正
し
い
営
業
活
動
お
よ
び
営
業
力
強
化

を
目
的
と
し
た
『
店
員
の
心
得
』
は
、
松
坂
屋
が
大
都
市
に
お
い
て
営
業
展

開
す
る
呉
服
系
百
貨
店
と
し
て
、
国
内
最
初
の
本
支
店
体
制
を
確
立
す
る
た

め
の
切
り
札
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
呉
服
系
百
貨
店
の
顧
客
応
対
力
や
営
業
力
強
化
に
関
わ
る

店
員
養
成
の
研
究
が
、
松
坂
屋
以
外
で
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
今
回
、
大
正
後
期
以
降
に
大
丸
が
経
営
の
近
代
化
を
成
し
遂

げ
た
点
と
の
関
係
に
お
い
て
、『
店
員
読
本
』
を
紹
介
し
、
そ
の
果
た
し
た

役
割
と
発
行
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
日
本
百
貨
店
業
の
成
立
・
発

展
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
肝
要
な
視
点
を
提
供
し
、
か
つ
呉
服
系
百

貨
店
所
蔵
の
一
次
史
料
を
素
材
し
た
史
料
学
的
研
究
と
な
ろ
う）

8
（

。
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二
、
史
料
内
容
と
編
者
に
つ
い
て

　

本
史
料
の
内
容
は
、
表
題
（
後
述
の
史
料
冒
頭
お
よ
び
表
1
参
照
）
に
あ

る
よ
う
に
「
販
売
の
過
程
」
で
あ
る
。
こ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
目
次
か
ら

「
販
売
に
於
け
る
四
つ
の
過
程
」「
顧
客
の
注
意
の
喚
起
」「
顧
客
の
興
味
の

喚
起
」「
所
有
欲
の
喚
起
」「
顧
客
を
し
て
実
行
に
移
ら
し
め
る
事
」
の
五
つ

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

表
1
に
あ
る
通
り
本
史
料
は
八
巻
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
『
店
員
読
本
』

に
つ
い
て
確
認
し
た
が
、
一
・
二
・
七
巻
は
残
存
し
て
い
な
か
っ
た）

9
（

。
表
1

の
目
次
を
一
覧
す
る
だ
け
で
も
、
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
を
目
的
と

し
て
店
員
向
け
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
が
十
分
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

そ
の
な
か
で
八
巻
を
翻
刻
す
る
理
由
と
し
て
は
、表
1
の
目
次
に
「
顧
客
」

の
表
現
が
三
度
み
ら
れ
、
ま
た
「
販
売
の
過
程
」
の
な
か
で
店
員
が
顧
客
に

対
し
、
ど
の
よ
う
な
応
対
を
行
う
の
が
適
切
で
あ
る
か
に
焦
点
を
置
い
て
作

成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
時
期

に
大
丸
の
店
員
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
顧
客
応
対
力
を
速
や
か
に
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
過
程
を
知
る
う
え
で
重
要
な
史
料
だ
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ま
で
拙
稿
で
紹
介
し
て
き
た
松
坂
屋
の
接
客
法
の
内
容
と

比
較
で
き
る
内
容
で
あ
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
理
由
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
表

2
に
本
史
料
の
詳
細
な
目
次
を
作
成
し
た
。
例
え
ば
迅
速
、
顧
客
に
対
す
る

態
度
、
話
振
り
（
即
時
の
サ
ー
ビ
ス
）、
声
の
調
子
の
部
分
な
ど
、
店
員
と

顧
客
の
応
対
が
具
体
的
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
松
坂
屋
の
接
客
法
と
十
分
比

較
で
き
る
大
丸
の
接
客
法
に
関
す
る
貴
重
な
史
料
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る）

10
（

。

あ
と
は
表
2
を
一
読
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
当
時
大
丸
が
実
践
し
た
販
売
ノ
ウ

ハ
ウ
の
奥
深
さ
を
読
み
取
れ
よ
う
。

　

さ
て
、『
店
員
読
本
』
の
発
行
に
関
わ
っ
た
編
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

本
史
料
の
奥
付
か
ら「
大
丸
呉
服
店
本
部
調
査
課
」（
以
下
、調
査
課
）が
、「
発

行
兼
編
輯
人
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
店
員
読
本
』
の
ほ
か
に
調
査

課
が
発
行
し
た
も
の
が
残
っ
て
お
り
、
表
3
に
整
理
し
た
。
一
覧
す
る
と
、

調
査
課
が
発
行
時
の
世
界
・
日
本
に
お
け
る
百
貨
店
の
展
開
状
況
や
、
海
外

で
は
米
国
の
百
貨
店
に
つ
い
て
最
も
調
査
し
た
こ
と
を
容
易
に
理
解
で
き
る）

11
（

。

店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、「
所
要
時
間
の

研
究
と
販
売
員
の
訓
練
」「
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
」
を
発
行
し
て
い
た）

12
（

。

　

調
査
課
に
つ
い
て『
大
丸
二
百
五
拾
年
史
』に
は
、昭
和
三
年（
一
九
二
八
）

六
月
一
日
に
商
号
を
株
式
会
社
大
丸
と
変
更
し
、
翌
四
年
十
月
に
職
務
規
程

を
改
正
し
本
店
営
業
所
内
に
本
部
を
置
き
、
そ
こ
に
秘
書
課
、
調
査
課
、
人

事
課
を
配
置
し
た
と
あ
る）

13
（

。
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
三
月
二
〇
日
発
行
の

『
組
織
分
掌
の
概
況
』
に
は
、「
調
査
課
は
本
支
店
業
務
の
調
査
、
内
外
参
考

資
料
の
蒐
集
、
整
理
並
に
保
管
、
諸
般
統
計
の
作
製
、
其
他
新
ら
し
い
制
度

計
画
に
関
す
る
研
究
立
案
等
の
事
務
を
担
当
」
す
る
と
あ
る）

14
（

。

　

し
か
し
表
3
の
『
研
究
資
料
』
の
発
行
年
か
ら
は
、
調
査
課
の
存
在
が
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
よ
り
う
か
が
え
、そ
の
う
え
翌
二
年
（
一
九
二
七
）

以
降
、
積
極
的
に
『
研
究
資
料
』
と
『
店
員
読
本
』
を
発
行
し
た
こ
と
が
み

え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
里
見
の
入
社
後
に
調
査
課
が
両
シ
リ
ー
ズ
を
発
行

し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る）

15
（

。
そ
う
す
る
と
、
本
史
料
に
現
れ
る
販
売
ノ
ウ
ハ
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表1　『大丸店員読本』各巻の表題と目次一覧

巻次と発行年月日 表　　　　題 目　　　　　　次

3巻
昭和2年（1927）
2月25日発行

商品に値打を付けるについて
（応用販売術、其3）

（1）商品の使い途の説明に就いて
　①商品は実際に試して見ること
　②販売に必要な5つの感覚
　③商品の使い途を知ること
　④商品の産地と製造者を知ること
　⑤商品製造の方法を知ること
　⑥商品には特別な製造法を用いたか
　⑦商品の瑕を検べたか
　⑧製品の保証に就いて知って置くこと
　⑨商品に手工を施してあるか否か
（2）説明の材料は何処から得るか
　①商品を研究すること
　②商品の歴史を学べ
　③広告や一般の出来事を注意すること
　④書籍や雑誌を読む事
　⑤商品やサービスに値打を作る為の私の希望
（3）人の心の持ち方で色々の値打ちが出来る
　①成功は努力の賜ものである
　②働いて居る間の時間の浪費
　③「自分の為に働いて居ない」と云う人
　④資本と労力は互いに助け合うて働くべきもの
　⑤速記者の実例
　⑥色々の値打を作る、笑顔、言葉、礼義
　⑦自分の仕事を知る店員
　⑧主人を尊敬して長所を見習え
　⑨自分は自分の運命を作るものである
　⑩成功は色々の値打が共に働いて得られる
　⑪協同の強味
　⑫仕事の為に自分を組織立てよ
　⑬お客様の注意を惹け
　⑭お客様は店の神様である

4巻
昭和2年（1927）
5月10日発行

客のタイプ
（応用販売術、其4）

（1）人を判別する普通の方法
　①早呑込の判断
　②骨相学
　③性格の分解
（2）動作に依る人の判別
　①感情的な神経質の客
　②考え深い客
　③迷い易い決断の鈍い客
　④自信の強い勝気な客
　⑤話好きの気軽な客
　⑥無口な或は陰気な客
　⑦疑い深い客
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ウ
に
関
し
て
経
験
豊
富
な
「
私
」
と
は
、
調
査
課
の
編
者
以
外
の
存
在
を
想

定
す
れ
ば
、
三
越
で
営
業
部
次
長
や
雑
貨
部
長
を
経
験
し
た
里
見
自
身
を
暗

に
ほ
の
め
か
し
て
い
た
と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る）

16
（

。

　

と
い
う
の
は
、
里
見
が
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
十
二
月
か
ら
大
丸
社
内

の
部
長
会
議
の
席
上
で
開
始
し
た
教
訓
的
な
話
が
『
里
見
純
吉
講
演
録
』
と

し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
よ
り
推
測
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る）

17
（

。
最
初
の
講

演
日
で
あ
る
十
二
月
六
日
の
タ
イ
ト
ル
が
「
サ
ー
ビ
ス
週
間
に
就
い
て
」
と

「
取
引
先
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
就
い
て
」
で
あ
り
、
里
見
が
訓
話
を
最
も

肝
要
な
内
容
か
ら
開
始
し
た
と
考
え
て
も
大
き
な
間
違
い
は
な
か
ろ
う）

18
（

。
前

者
の
冒
頭
で
、
里
見
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
営
業
に
お
け
る
基
本
精

神
と
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
里
見
の
考
え
方
や
、
当
時
大
丸
が
行
っ
た
顧
客
本

位
の
実
践
に
つ
い
て
読
み
取
れ
る
の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
て
お
こ
う）

19
（

。

　

 　

先
般
サ
ー
ビ
ス
週
間
を
行
い
、
顧
客
よ
り
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

批
判
を
求
め
た
こ
と
は
、
相
当
に
各
方
面
か
ら
注
目
せ
ら
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
世
間
の
人
々
に
大
丸
が
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
に
、
注
意
を
払
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ

し
て
、
顧
客
か
ら
注
意
を
受
け
た
こ
と
を
、
更
に
新
聞
紙
上
に
発
表
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
丸
が
如
何
に
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
に
つ
い
て
、
徹
底
的

に
改
善
せ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
か
を
一
般
に
認
識
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
単
に
独
り
合
点
で
は
な
く
て
、
私
が
最
近
東
京
へ
行
っ
た
時
に
も
、

東
京
で
会
っ
た
人
達
か
ら
、
こ
の
事
を
聞
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
世
人
の

注
意
を
惹
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
う
。

　

 　

然
し
乍
ら
私
は
、
我
々
の
企
て
が
只
単
に
世
間
の
人
々
に
、
注
目
せ
ら

5巻
昭和2年（1927）
6月20日発行

お客の買物心理
（応用販売術、其5）

（1）基礎的の本能
（2）最も強い自衛の本能
（3）販売の9割は所有の本能に依る
（4）社交的、好友的の本能
（5）傷付けまいとする虚栄と誇り
（6）模倣性―他人を真似る
（7）販売に有力なる好奇心
（8）親として持つ愛情

6巻
昭和2年（1927）
9月1日発行

個性の販売
（応用販売術、其6）

（1）何が個性を作り上げるか？
（2）熱心―精力
（3）真摯―正直
（4）機敏―機転
（5）最も困難な自己の分析研究

8巻
昭和3年（1928）
2月1日発行

販売の過程
（応用販売術、其8）

（1）販売に於ける4つの過程
（2）顧客の注意の喚起
（3）顧客の興味の喚起
（4）所有欲の喚起
（5）顧客をして実行に移らしめる事

出所）上記の『大丸店員読本』各巻（株式会社大丸松坂屋百貨店所蔵）より作成。
備考） 目次については各史料の表紙と中身において書かれた表現が一致していないものもあるが、本表では表紙の通りに記載している。

但し、見易くするために目次に番号を付け、本稿の翻刻凡例に準じて作成している。また、すべて算用数字に直した。
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表2　『大丸店員読本』8巻の詳細な目次一覧

販売に於ける4つの過程

顧客の注意の喚起 一、心は無意識に働くものに非ず
　Ａ　販売語は明かなる事
　Ｂ　販売に必要な条件は普通整って居るものです
二、買いに来る顧客
　Ａ　小売店にては顧客の注意を惹く事が肝要である
　Ｂ　5つの注意を惹付けるもの
　　1、迅　　　　速
　　　（イ）何時も油断なき事
　　　（ロ）他の仕事を中止する事
　　　（ハ）顧客に接する為め進出する事
　　2、顧客に対する態度
　　　（イ）表情に期待を示す事
　　　（ロ）元気らしい態度
　　　（ハ）自信のある態度
　　3、侍　る　心
　　　（イ）予期しない奉仕を施す事
　　　（ロ）顧客の言葉をとらえる事
　　4、話　振　り
　　　（イ）私は丁寧な話振りに対して一点を与えます
　　　（ロ） 私は顧客に対して相応しい会話をする販売員に一点を与えます
　　　（ハ）即時のサービス
　　　（ニ）顧客の名前を使用せよ
　　5、声の調子
　　　（イ）聴き得る事
　　　（ロ）誠実
　　　（ハ）拍子のよい事
　　　（ニ）顧客に副う様に

顧客の興味の喚起 一、強制力のある適確な販売語
　（イ）明白なれ
二、積極的の表示
三、動作は言葉以上にものを云う
　（イ）商品を迅速に示す事
　（ロ）顧客の処へ商品を持って来る事
　（ハ）顧客の手のとどく処に商品を置け
四、商品を有利に陳列せよ
五、総ての障害となるべき点を除く事
　（イ）商品の取扱方によって商品の価値を増大せよ
　（ロ）商品の見せ方は技術である

所有欲の喚起 一、顧客の暗示に従い販売語を調節する事
　（イ）客の興味に乗ってそれを利用する事
二、必要に応じて顧客にいれぢえを与えよ
　（イ）商品の特点の申立てる事
　（ロ）顧客の心を導く程度の早さに言葉の速度をなす事

三、反対障害を予期する事
　（イ） 表示されたものを取除くよりも表示以前に此を防止する方が容易である
　（ロ）最善の答弁を考案してそれを列挙する事
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表3　大丸の調査課発行の『研究資料』

発　行　年 書　　　　　　　名 巻　　次
1 大正15年（1926） 百貨商店と商品管理制度 研究資料第1輯
2 昭和2年（1927） 米国百貨商店の営業費に就いて（上） 　 〃 　第2輯
3 〃 米国百貨商店の営業費に就いて（下） 　 〃 　第3輯
4 〃 世界の大百貨商店（上） 　 〃 　第4輯
5 〃 世界の大百貨商店（下） 　 〃 　第5輯
6 〃 所要時間の研究と販売員の訓練 　 〃 　第6輯
7 昭和3年（1928） 販売各部長のマニュアル（上） 　 〃 　第7輯
8 〃 販売各部長のマニュアル（下） 　 〃 　第8輯
9 昭和5年（1930） 月賦販売制度 　 〃 　第12輯

10 〃 米国百貨店の2問題 　 〃 　第13輯
11 昭和6年（1931） 商品顧客戻りの研究 　 〃 　第16輯
12 〃 米国に於ける販売員の報酬支払い制度に就いて 　 〃 　第17輯
13 昭和7年（1932） 販売政策に関する2研究 　 〃 　第18輯
14 〃 サービスの研究 　 〃 　第19輯
15 昭和8年（1933） Ｒ．Ｈ．メーシー百貨店 　 〃 　第21輯
16 昭和9年（1934） 1933年米国百貨店宣伝費の研究 　 〃 　第22輯
17 昭和10年（1935） 昭和9年日本百貨店一覧 　 〃 　第23輯
18 〃 スタイリストに就いて　附米国百貨店界の規格制定及び特製品政策の回顧 　 〃 　第24輯
19 昭和11年（1936） 昭和10年日本百貨店一覧 　 〃 　第25輯
20 〃 商品の実質的価値 　 〃 　第26輯
21 〃 米国最近の小売事情 　 〃 　第27輯
22 昭和12年（1937） 昭和11年日本百貨店一覧 　 〃 　第28輯
23 〃 スーパー・マーケット 　 〃 　第29輯
24 昭和13年（1938） 昭和12年日本百貨店一覧 　 〃 　第30輯
25 昭和15年（1940） 全米小売業運動に就いて 　 〃 　第31輯
26 〃 1930年代の米国百貨店業界と今後 　 〃 　第32輯
27 〃 米国最近業界事情 　 〃 　第33輯
28 〃 独逸最近業界資料 　 〃 　第34輯
29 昭和16年（1941） 戦時下独逸に於ける宣伝 　 〃 　第35輯
30 不明 個数的商品管理法 号数なし
出所）上記の各『研究資料』より作成。
備考） 発行所については、1～ 8は株式会社大丸呉服店本部調査課、9～ 29は株式会社大丸調査課、30は記載なし（昭和4年頃の発行と

推定できる）とある。第1輯の奥付には、大正15年12月20日印刷・12月25日発行と記載されている。なお、本稿の翻刻凡例に準
じて作成し、すべて算用数字に直し、また上・下についてはかっこを付けた。

顧客をして実行に移らし
むる事

一、決心の遅るる理由を確めて之を除き、客をして実行せしむる事
　（イ）青い婦人服と黒い婦人服
　（ロ）200円のコート対125円のコート＝75円対犢

出所）『大丸店員読本』8巻（株式会社大丸松坂屋百貨店所蔵）より作成。
備考） 目次の番号などについては見易くするために便宜上付け、本稿の翻刻凡例に準じて作成している。また、算用数字に直した部分もある。
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れ
た
と
言
う
の
み
で
は
満
足
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
、
我
々
の
店
の

サ
ー
ビ
ス
が
現
実
に
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
不
可
な
い
の
で
あ
る
。
我
々
は

只
顧
客
に
注
目
し
て
貰
い
た
い
が
為
に
、
サ
ー
ビ
ス
週
間
な
る
も
の
を

行
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
真
に
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
を
し
て
行
こ
う
と
い
う

意
志
で
行
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
が
改
善
さ
れ
な
け
れ

ば
何
も
な
ら
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
顧
客
に
従
前
よ
り
も
遥
か
に
サ
ー

ビ
ス
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
貰
い
た
い
の
で
あ
る
。

　

里
見
は
、
翌
九
年
（
一
九
三
四
）
四
月
の
部
長
会
議
に
お
い
て
も
、「
多

年
主
張
し
て
来
た
客
に
対
す
る
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
も
著
し
く
改
善
せ
ら
れ
て

い
る
」
こ
と
や
、
あ
る
い
は
「
サ
ー
ビ
ス
の
徹
底
を
期
し
て
顧
客
の
満
足
を

得
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
、
里
見
率
い
る
大
丸
の
店
員
か
ら
顧
客
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
へ
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
判
明
す
る）

20
（

。

三
、
サ
ー
ビ
ス
意
識
の
社
内
へ
の
浸
透
度
合
い

　

里
見
が
調
査
課
に
『
店
員
読
本
』
を
発
行
さ
せ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
と

同
時
に）

21
（

、
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
こ
そ
が
里
見
の
目
指
し
た
経
営
の

近
代
化
の
根
底
の
一
つ
で
あ
っ
た）

22
（

。
し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
里

見
の
目
か
ら
は
完
全
に
達
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら
店
員
に

対
す
る
教
育
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
改
善
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
里
見
以
外
の
幹
部
社
員
に
は
ど

の
よ
う
に
映
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
店
員
養
成
の
ど
こ
に
問
題

が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
に
関
し
て
ど
の
程
度
意
識
し
達
成
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
当
時
、
大

丸
本
部
の
重
要
な
部
署
の
一
つ
に
人
事
課
が
あ
っ
た
。昭
和
四
年（
一
九
二
九
）

五
月
一
日
大
阪
店
（
人
事
部
）
に
中
途
採
用
さ
れ
、
同
年
九
月
十
一
日
に
京

都
店
人
事
教
育
部
長
に
昇
進
し
た
武
田
政
助
の
見
解
が
上
述
の
疑
問
に
答
え

て
い
る
。
そ
れ
は
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
一
月
六
日
付
『
百
貨
店
新
聞
』

の
紙
面
上
に
み
ら
れ
、
彼
の
考
え
る
同
年
度
の
店
員
養
成
の
方
針
や
目
標
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
要
約
し
た
も
の
を
列
挙
し
て
お
こ
う）

23
（

。

（
1
） 

京
都
と
い
う
土
地
柄
も
あ
り
、
女
子
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
が
遅
れ
て

い
る
の
で
、
こ
の
改
善
に
つ
い
て
研
究
努
力
を
す
る
。

（
2
） 

女
子
店
員
の
な
か
で
も
新
採
用
者
の
吟
味
が
大
切
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
売
場
に
立
ち
、
直
接
顧
客
と
接
す
る
過
半
数
を
占
め
る
女
子
店

員
の
素
質
の
向
上
が
肝
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
彼
女
ら
が
京
都
店

全
体
を
代
表
す
る
か
ら
で
あ
る
。

（
3
） 

京
都
店
に
限
ら
ず
大
丸
全
店
の
女
子
店
員
全
員
が
好
感
を
与
え
る

品
性
を
備
え
、
穏
健
な
思
想
を
抱
き
、
常
識
の
あ
る
真
面
目
で
着
実

に
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
4
） 

新
入
社
員
の
み
で
な
く
、
古
参
の
（
女
子
）
店
員
に
対
し
て
も
常

設
的
な
教
育
研
究
の
場
を
設
定
す
る
。

（
5
） 

中
堅
幹
部
以
下
の
男
子
店
員
に
対
し
て
も
、
店
務
研
究
会
を
組
織

し
向
上
の
機
会
を
与
え
る
。

　

こ
の
五
つ
を
彼
は
力
説
し
、最
後
に「
今
ま
で
悪
か
っ
た
京
都
大
丸
の
サ
ー

ビ
ス
改
善
の
本
格
的
軌
道
に
今
年
こ
そ
乗
り
出
し
て
見
た
い
と
年
頭
に
当

た
っ
て
覚
悟
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
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大
丸
京
都
店
が
昭
和
十
年
十
月
二
十
八
日
に
増
築
開
店
（
得
意
先
招
待
日
、

正
式
に
は
十
一
月
一
日
か
ら
謝
恩
大
売
出
し
開
催
）
し
、
そ
の
記
念
記
事
が

『
百
貨
店
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
武
田
は
、
大
丸
京
都
店

の
設
備
が
完
備
さ
れ
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
設
備
を
生
か
す
も
殺
す
も
「
人
」

で
あ
り
、
そ
し
て
売
上
げ
の
増
進
、
業
績
の
向
上
を
図
る
の
も
「
人
」
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
彼
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
店
員
教
育
の
重
大
さ
を
痛

感
」
し
、「
百
貨
店
の
人
事
問
題
は
、
百
貨
店
経
営
上
の
中
心
問
題
で
あ
り
、

そ
の
興
亡
盛
衰
の
分
岐
点
で
あ
り
、
そ
の
眼
目
で
あ
り
、
そ
の
生
命
」
で
あ

る
と
強
調
す
る）

24
（

。
人
事
教
育
部
長
と
い
う
立
場
を
全
う
す
る
自
ら
の
責
務
が

あ
る
と
は
い
え
、
武
田
は
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
絶
え
ず
必
要
で

あ
り
、
昭
和
十
一
年
の
時
点
に
お
い
て
も
大
丸
京
都
店
の
大
き
な
課
題
と
し

た
。

　

こ
の
背
景
に
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
七
月
一
日
に
大
丸
心
斎
橋
本
店

と
京
都
店
と
が
合
併
し
、
次
い
で
神
戸
店
を
入
れ
た
三
店
舗
の
増
築
が
進
め

ら
れ
店
員
が
一
気
に
増
加
し
た
こ
と
が
、
店
員
訓
練
の
強
化
に
連
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う）

25
（

。
毎
年
入
店
す
る
新
入
社
員
だ
け
で
な
く
ベ
テ
ラ
ン
店
員
さ
え
も
、

仕
事
に
慣
れ
が
生
じ
る
と
、
そ
の
慣
れ
が
失
敗
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
常
に
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
を
意
識
し
た
人
事
教
育
部

長
で
あ
っ
た
武
田
が
職
務
と
し
て
率
先
し
、
か
つ
謙
虚
に
決
し
て
驕
ら
ず
着

実
に
取
り
組
ん
だ
彼
の
態
度
が
『
百
貨
店
新
聞
』
に
現
れ
て
い
た
。
武
田
自

ら
が
大
丸
の
店
員
養
成
に
対
す
る
熱
誠
な
姿
勢
と
し
て
、
周
囲
に
示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
当
時
大
丸
に
て
顧
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
技
術
が
一
向
に
達
成
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い）

26
（

。
む
し
ろ
こ
の
場
合
、里
見
以
下
、大
丸
の
幹
部
社
員
が
サ
ー

ビ
ス
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
大
丸
の
業
績
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
十
三
期
（
昭
和
八
年
二
月
二
十
八
日
現
在
）
営

業
報
告
書
に
は
、「
内
ニ
ハ
業
務
ノ
刷
新
ト
陣
容
ノ
整
備
ヲ
計
リ
、
外
ニ
ハ

サ
ー
ビ
ス
ノ
徹
底
ト
信
用
ノ
確
保
ニ
努
メ
シ
結
果
、
予
期
以
上
ノ
業
績
ヲ
見

タ
ル
次
第
ニ
シ
テ
将
来
ノ
経
営
ニ
対
シ
一
層
強
キ
確
信
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
タ
リ
」

と
あ
る）

27
（

。
こ
こ
か
ら
も
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
、
業
績
ア
ッ
プ
と

連
動
し
て
い
た
こ
と
が
十
分
読
み
取
れ
る）

28
（

。

四
、
ま
と
め
―
一
次
史
料
の
重
要
性
―

　

以
上
、『
店
員
読
本
』
の
紹
介
・
役
割
と
そ
の
発
行
背
景
を
掘
り
下
げ
て

き
た
。
こ
の
結
果
、
里
見
が
経
営
改
革
を
達
成
す
る
た
め
に
、
店
員
の
サ
ー

ビ
ス
技
術
の
向
上
を
大
丸
三
店
舗
の
最
大
の
目
標
の
一
つ
に
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
に
里
見
は
、
大
丸
入
社
直
後
か
ら
店
員
制
度
の
充

実
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
店
員
の
労
働
意
欲
を
高
め
た
の
で
あ
っ
た
。
松

坂
屋
の
接
客
法
に
引
き
続
き
、
大
丸
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
に
主
眼
を
置

い
た
店
員
養
成
に
関
わ
る
史
料
紹
介
を
通
じ
て
、
大
丸
の
経
営
の
近
代
化
＝

百
貨
店
化
過
程
の
実
情
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
百
貨
店
史
研
究
に
と
っ

て
一
次
史
料
の
調
査
・
考
察
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
『
店
員
読
本
』

は
大
丸
が
呉
服
店
か
ら
百
貨
店
へ
の
転
換
に
成
功
し
た
要
因
を
示
す
一
次
史

料
で
あ
っ
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
従
前
の
百
貨
店
史
研
究
に
て
着
目
さ
れ
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て
こ
な
か
っ
た
本
史
料
は
、
呉
服
系
百
貨
店
の
経
営
発
展
の
根
幹
と
な
っ
た

店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
成
立
過
程
を
理
解
で
き
る
重
要
な
企
業
史
料
で

あ
っ
た）

29
（

。
注
記

（
1
） 

『
大
丸
店
員
読
本
』
は
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
の
史
料
で
あ
る
。

（
2
） 

末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
―
企
業
家
の
革
新
と
経
営
組
織
の
確
立

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第
四
章
「
大
正
・
昭
和
期
に
お

け
る
伝
統
呉
服
店
の
百
貨
店
化
―
下
村
正
太
郎
と
大
丸
の
成
立
―
」
を
参
照
。

ほ
か
に
第
四
章
の
素
地
と
な
っ
た
「
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
伝
統
呉
服
商
の

百
貨
店
化
―
大
丸
の
経
営
動
向
と
企
業
家
活
動
に
着
目
し
て
―
」（『
岡
山
大
学

大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
十
八
号
、
二
〇
〇
四
年
）
や
、「『
大
丸
二

十
年
史
』
に
み
る
呉
服
系
百
貨
店
の
経
営
精
神
と
経
営
法
」（『
社
史
で
見
る
日

本
経
済
史　

第
六
十
巻　

大
丸
二
十
年
史
（
附
）
里
見
専
務
訓
話
集
』
ゆ
ま
に

書
房
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
も
、
里
見
純
吉
（
以
下
、
里
見
）
に
よ
る
経

営
の
近
代
化
の
推
進
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

（
3
） 

注
（
2
）
の
な
か
で
、
大
丸
（
里
見
）
が
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
以
降

に
店
員
制
度
を
充
実
さ
せ
た
点
を
考
察
し
て
い
る
。

（
4
） 

『
創
業
二
百
三
十
四
年　

株
式
会
社
大
丸
設
立
三
十
周
年
記
念
』（
デ
パ
ー
ト

通
信
社
、
一
九
五
一
年
）
二
〜
四
頁
、『
大
丸
二
百
五
拾
年
史
』（
株
式
会
社
大

丸
、
一
九
六
七
年
）
三
三
〇
〜
三
三
二
頁
、
大
橋
富
一
郎
編
『
配
給
報
国　

百

貨
店
年
鑑　

昭
和
十
年
版
』（
百
貨
店
新
報
社
、
一
九
三
五
年
）
一
八
一
〜
一

八
三
頁
。

（
5
） 

大
橋
富
一
郎
編
『
大
丸
二
十
年
史
』（
日
本
百
貨
店
通
信
社
、一
九
四
〇
年
）

六
〇
〜
六
一
・
六
七
・
七
五
頁
で
、
大
阪
・
京
都
・
神
戸
各
店
の
教
育
訓
練
に

つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
京
都
店
に
つ
い
て
は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

ス
ク
ー
ル
」
の
な
か
で
、「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
は
、
新
入
店
者
の
あ
っ

た
場
合
に
、
之
等
の
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る
短
期
教
育
機
関
で
、
期
間
は
約
三

週
間
、
毎
日
二
、
三
時
間
宛
で
あ
る
。
授
業
科
目
は
一
般
店
員
心
得
、
勤
務
部

内
の
心
得
、
接
客
と
言
動
語
作
、
販
売
術
、
広
告
、
陳
列
、
装
飾
、
大
丸
の
過

去
と
現
在
、
大
丸
の
組
織
分
掌
の
概
況
、
伝
票
の
書
き
方
と
運
用
、
電
話
応
答
、

包
装
の
仕
方
、
商
品
等
で
、
当
店
の
従
業
員
と
し
て
心
得
べ
き
会
社
及
び
仕
事

に
対
す
る
常
識
を
注
入
す
る
を
目
的
と
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
本
史

料
を
は
じ
め
と
し
た
『
店
員
読
本
』
が
活
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
6
） 

末
田
智
樹
「
大
正
期
い
と
う
呉
服
店
（
松
坂
屋
）
の
接
客
法
に
関
す
る
史
料

紹
介
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
六
号
、
二
〇
一
六
年
）、

同
「
松
坂
屋
店
員
の
実
務
教
育
資
料
『
簡
単
な
売
場
接
客
景
』
の
紹
介
と
若
干

の
考
察
」（『
同
研
究
論
集
』
第
三
十
七
号
、
二
〇
一
七
年
）。

（
7
） 

末
田
智
樹
「
松
坂
屋
『
店
員
の
心
得
』（
史
料
紹
介
）
に
み
る
職
務
の
発
展

と
百
貨
店
化
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
八
号
、
二
〇
一
七

年
）。

（
8
） 

従
来
、
呉
服
系
百
貨
店
の
店
員
養
成
に
関
わ
る
研
究
は
少
な
い
。
こ
の
部
分

と
店
員
心
得
や
接
客
法
を
合
わ
せ
つ
つ
百
貨
店
化
過
程
と
の
関
連
性
を
求
め
る

研
究
が
、
今
後
研
究
者
の
み
な
ら
ず
百
貨
店
実
務
経
験
者
か
ら
も
進
め
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

　

ま
た
、
戦
前
に
お
い
て
呉
服
系
百
貨
店
が
生
み
出
し
た
サ
ー
ビ
ス
技
術
が
戦

後
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
研
究
も
、

あ
わ
せ
て
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
百
貨
店
の
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
近
藤

隆
雄
『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
―
サ
ー
ビ
ス
商
品
の
開
発
と
顧
客
価
値

の
創
造
―
』（
生
産
性
出
版
、一
九
九
九
年
）
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
視
点
か
ら
捉
え
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
研
究
方
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
9
） 

Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト　

リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
（
関
西
オ
フ
ィ
ス
）
に
お
い
て
、

史
料
調
査
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
確
認
し
た
。

（
10
） 
二
〇
〇
七
年
九
月
三
日
に
大
丸
と
松
坂
屋
が
共
同
持
株
会
社
「
Ｊ
・
フ
ロ
ン

ト　

リ
テ
イ
リ
ン
グ
株
式
会
社
」
を
設
立
し
、
二
〇
一
〇
年
三
月
一
日
に
「
株
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式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
」
を
発
足
さ
せ
て
以
降
、
両
社
が
足
並
み
を
揃
え

た
経
営
展
開
に
成
功
し
て
い
る
背
景
に
、
戦
前
か
ら
両
社
の
店
員
養
成
の
重
視

が
一
致
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
11
） 
こ
の
背
景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
百
貨
店
視
察
に
よ
る
影
響
を
受
け
て
い
た
こ

と
が
あ
る
。
拙
著
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
一
七
七
頁
を
参
照
。

（
12
） 

と
り
わ
け
、
後
者
の
「
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
」
の
「
本
部
調
査
課
」
に
よ
る
「
は

し
が
き
」
に
は
、「
百
貨
店
が
目
標
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
通
常
、
一
、
充
実
せ

る
商
品
、
二
、
便
利
な
る
施
設
、
三
、
行
届
い
た
販
売
員
の
奉
仕
の
三
つ
で
あ

る
。
而
も
今
日
サ
ー
ビ
ス
と
言
え
ば
其
の
第
三
の
も
の
の
み
を
云
為
す
る
も
の

の
如
く
解
さ
る
る
は
、
之
の
方
面
の
改
善
改
良
の
特
に
重
要
な
る
を
、
わ
れ
、

ひ
と
共
に
認
識
す
る
が
故
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
販
売
員
は
店
舗
と
顧
客
と
を
連
結

す
る
鎖
に
し
て
、
幹
部
が
熟
慮
研
究
し
て
立
案
し
た
る
販
売
上
の
計
画
、
制
度

の
成
否
も
一
に
か
か
っ
て
販
売
員
の
サ
ー
ビ
ス
の
良
否
に
あ
る
が
故
で
あ
る
。

之
れ
本
輯
に
於
い
て
、『
顧
客
購
買
動
機
の
研
究
』『
顧
客
苦
情
の
研
究
』『
紐

育
市
に
於
け
る
百
貨
店
販
売
員
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
』及
び『
紹
介
販
売
法
研
究
』

の
四
篇
を
編
輯
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
大
丸
に
お
い

て
顧
客
に
対
す
る
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
時
の
大
丸
（
里
見
）
が

考
え
て
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
大
丸
の
史
料

な
ど
で
は
「
サ
ー
ヴ
ィ
ス
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、本
稿
で
は
「
サ
ー
ビ
ス
」

に
統
一
し
た
。

（
13
） 

前
掲
『
大
丸
二
百
五
拾
年
史
』
三
四
二
〜
三
四
四
頁
。

（
14
） 

『
組
織
分
掌
の
概
況　

株
式
会
社
大
丸
』（
一
九
三
一
年
、
株
式
会
社
大
丸
松

坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）。
ち
な
み
に
、秘
書
課
は
「
重
役
会
や
株
主
総
会
の
決
議
録
、

社
印
、
株
式
原
簿
其
他
の
重
要
書
類
の
整
理
保
存
、
店
規
店
則
の
制
定
又
は
改

訂
、
株
式
社
債
に
関
す
る
事
務
其
他
重
役
に
直
属
す
る
雑
務
を
処
理
し
ま
す
」

と
あ
り
、
人
事
課
は
「
使
用
人
の
採
択
、
任
免
、
黜
陟
、
成
績
調
査
其
他
衛
生

休
養
に
関
す
る
事
務
を
取
扱
う
と
共
に
一
般
の
人
事
調
査
に
関
す
る
事
務
を
も

合
せ
行
い
ま
す
」
と
あ
る
。

 

　

ま
た
、
当
時
調
査
課
で
課
長
職
に
あ
っ
た
田
中
盛
和
に
つ
い
て
は
、
京
都
市

立
第
二
商
業
学
校
を
卒
業
し
神
戸
高
等
商
業
学
校
を
へ
て
、
大
正
十
四
年
（
一

九
二
五
）
三
月
東
京
商
科
大
学
を
卒
業
後
、
同
年
四
月
に
株
式
会
社
大
丸
呉
服

店
に
入
社
し
て
い
る
。
田
中
の
入
社
後
に
、
表
3
の
『
研
究
資
料
』
が
刊
行
さ

れ
は
じ
め
て
い
る
。
彼
は
、昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
（
院
）
に
留
学
し
、
翌
年
秋
の
帰
朝
後
、
調
査
経
理
部
門
に
主
と

し
て
勤
務
、
戦
前
で
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
四
月
に
京
都
店
支
配
人
、

翌
二
十
年
三
月
取
締
役
ま
で
昇
進
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
戦
後
は
常
務
取
締
役

（
昭
和
二
十
四
年
一
月
就
任
）
か
ら
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
四
月
に
専

務
取
締
役
ま
で
上
り
詰
め
た
人
物
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
創
業
二
百
三
十
四
年
株

式
会
社
大
丸
設
立
三
十
周
年
記
念
』
一
一
三
頁
、
株
式
会
社
大
丸
本
部
人
事
部

教
育
課
『
大
丸
広
報
』
第
四
十
六
号
、
一
九
六
一
年
）。
商
業
専
科
の
学
歴
を

持
つ
有
能
な
人
物
が
里
見
に
従
い
、
調
査
課
に
お
い
て
大
丸
の
店
員
養
成
に
関

わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
丸
お
よ
び
呉
服
系
百
貨
店
の
成
立
・
発
展
史
を
考
え

る
う
え
で
重
要
で
あ
ろ
う
。
な
お
田
中
は
、
表
3
で
は
第
13
・
21
・
29
・
31
〜

35
輯
の
編
者
と
し
て
名
前
が
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
前
掲
『
組
織
分
掌
の
概

況
』
の
編
者
も
田
中
で
あ
る
。

（
15
） 

大
丸
の
調
査
課
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
松
坂
屋
や
髙
島
屋
に

も
調
査
課
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
併
せ
て
肝
要
で
あ
る
。

（
16
） 

厳
密
に
特
定
で
き
な
い
が
、
大
丸
に
お
い
て
百
貨
店
経
営
に
最
も
携
わ
っ
て

き
た
里
見
の
意
見
が
『
店
員
読
本
』
に
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

（
17
） 

前
掲
『
大
丸
二
十
年
史
』（
一
七
三
〜
二
七
五
頁
）
に
は
、
昭
和
八
年
（
一
九

三
三
）
十
二
月
か
ら
『
大
丸
二
十
年
史
』
が
刊
行
さ
れ
た
昭
和
十
五
年
（
一
九

四
〇
）
五
月
ま
で
の
記
録
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
の
ち
の
同
年
六
月
か
ら
昭
和
二

十
二
年
（
一
九
四
七
）
九
月
ま
で
は
『
里
見
純
吉
講
演
録 

続
』（
株
式
会
社
大

丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）
か
ら
確
認
し
た
。
な
お
、
大
丸
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス

と
つ
く
名
称
の
催
事
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
十
月
六
日
に
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開
始
さ
れ
た
「
サ
タ
デ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
（
土
曜
奉
仕
）」
が
あ
る
（
前
掲
『
大

丸
二
百
五
拾
年
史
』
三
〇
三
・
三
〇
八
〜
三
〇
九
頁
）。

（
18
） 

前
掲
『
大
丸
二
十
年
史
』
一
七
三
〜
一
七
五
頁
。

（
19
） 
前
掲
『
大
丸
二
十
年
史
』
一
七
三
頁
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
週
間
の
実
施
に
つ
い

て
は
、『
世
界
百
貨
店
要
覧
』（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）
の
株
式
会
社

大
丸
を
紹
介
し
て
い
る
紙
面
で
「
サ
ー
ビ
ス
」
と
項
目
題
が
付
け
ら
れ
て
、
以

下
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。「
日
常
顧
客
に
接
す
る
の
み
が
サ
ー
ビ
ス
で

無
い
こ
と
は
、
屡
々
里
見
専
務
が
全
店
員
に
説
く
処
で
あ
る
が
、
百
貨
店
の
業

務
全
体
に
一
貫
し
て
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
嘘
で
あ
り
、
か
か

る
精
神
を
実
際
の
行
動
に
於
て
顕
現
し
て
居
る
も
の
は
大
丸
で
あ
る
。
か
つ
て

一
週
間
に
亘
り
京
阪
神
の
三
店
一
斉
に
サ
ー
ビ
ス
週
間
を
実
施
し
、
よ
り
良
き

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
対
す
る
資
料
を
一
般
顧
客
に
要
求
し
、
且
つ
そ
の
努
力
を

訴
う
る
と
同
時
に
、
内
に
は
全
店
員
を
し
て
益
々
緊
張
精
神
せ
し
む
る
に
至
っ

た
。
し
か
も
そ
の
範
を
求
め
る
に
は
内
に
外
に
、
凡
ゆ
る
努
力
を
傾
注
し
、
如

何
な
る
些
細
事
を
も
他
山
の
石
と
し
て
錬
磨
す
る
に
吝
か
で
無
い
。
正
し
く
之

等
の
努
力
こ
そ
は
、
大
丸
の
一
朝
に
し
て
な
り
し
に
非
ざ
る
を
思
わ
し
む
る
に

充
分
な
も
の
が
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
」（
同
著
、
三
〇
二
頁
）
と
あ
り
、

こ
こ
に
も
里
見
の
言
う
サ
ー
ビ
ス
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
と
捉
え
て
よ
か
ろ

う
。

 

　

ま
た
、
百
貨
店
新
聞
社
は
同
じ
（
三
〇
二
）
頁
に
て
、「
此
の
種
建
築
物
と

し
て
、
そ
の
占
む
る
面
積
内
に
於
け
る
最
高
の
設
備
を
誇
る
は
、
他
面
購
買
客

に
一
分
の
隙
を
も
与
え
ぬ
サ
ー
ビ
ス
の
完
全
な
遂
行
と
相
俟
っ
て
、
大
丸
を
し

て
今
日
の
大
成
を
遂
げ
し
め
た
最
大
の
誘
因
と
も
謂
い
得
る
処
で
あ
る
」
や
、

「
商
品
の
厳
選
」
と
題
し
、「
百
貨
店
の
使
命
は
対
外
的
に
、『
公
正
』
な
顧
客

の
判
断
を
促
進
せ
し
む
る
も
の
で
無
く
て
は
な
ら
ぬ
と
言
う
観
念
に
基
く
サ
ー

ビ
ス
の
第
一
義
的
な
も
の
と
し
て
、
先
ず
商
品
の
厳
選
が
採
り
上
げ
ら
れ
て
居

る
所
以
で
あ
る
が
、
今
や
全
般
的
に
此
の
建
前
が
認
識
さ
る
る
に
至
り
、
大
丸

の
商
品
は
、
同
時
に
健
全
優
秀
な
商
品
を
裏
書
き
す
る
立
派
な
通
り
言
葉
と
な

り
つ
つ
あ
る
」
と
書
き
記
し
て
お
り
、
大
丸
が
サ
ー
ビ
ス
を
重
要
視
し
た
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
百
貨
店
新
聞
社
か
ら
も
大
丸
の
サ
ー
ビ
ス
技

術
に
対
す
る
高
い
評
価
が
み
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
か
ら
も
大
丸
が
サ
ー
ビ

ス
技
術
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
商
品
の
厳

選
も
最
優
先
課
題
と
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

（
20
） 

前
掲
『
大
丸
二
十
年
史
』
一
八
三
〜
一
八
四
頁
。

（
21
） 

前
掲
『
大
丸
二
十
年
史
』
九
五
頁
に
は
、「
里
見
専
務
は
店
員
待
遇
問
題
と
云

う
事
に
な
る
と
目
の
色
を
変
え
て
真
剣
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
つ
か
大
丸
調

査
部
の
人
が
店
員
待
遇
問
題
の
調
査
の
為
め
三
越
本
部
を
訪
問
す
る
と
、
こ
れ

に
応
対
し
た
一
秘
書
課
員
は
『
三
越
の
事
を
調
べ
て
も
あ
な
た
の
店
で
は
参
考

に
な
る
事
は
あ
り
ま
す
ま
い
。「
店
員
に
な
る
な
ら
大
丸
店
員
に
、
株
主
に
な

る
な
ら
松
坂
屋
の
株
主
に
、
そ
し
て
重
役
に
な
る
な
ら
三
越
の
重
役
に
」
と
云

う
定
評
が
あ
る
位
で
す
か
ら
』
と
云
っ
て
、
相
手
の
大
丸
人
を
面
喰
わ
し
た
と

云
う
話
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

 

　

ま
た
、『
店
員
読
本
』
の
ほ
か
に
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
創
刊
の
社
内

報
『
店
友
』
が
残
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵

の
『
店
友
』
の
な
か
に
、
電
話
販
売
に
関
す
る
優
劣
法
や
大
丸
に
お
け
る
顧
客

の
傾
向
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
シ
ッ
プ
、
相
談
部
に
来
る
顧
客
の
傾
向
な
ど
サ
ー
ビ

ス
技
術
の
向
上
の
た
め
の
資
料
や
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

『
店
友
』
は
、
店
員
同
士
の
情
報
交
換
の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ

（『
店
友
』
第
三
十
一
・
三
十
九
・
四
十
・
四
十
二
号
、
一
九
三
〇
・
三
一
年
）、

『
店
員
読
本
』
と
と
も
に
店
員
に
活
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

 

　

な
お
、
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
に
は
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
筆
者
が

古
書
店
で
購
入
し
た
『
店
友
』
第
三
十
六
号
（
一
九
三
一
年
、
株
式
会
社
大
丸

人
事
課
）
二
五
〜
三
二
頁
に
は
、「
顧
客
の
識
別
法
」
と
し
て
顧
客
の
服
装
、

顧
客
の
表
情
、
顧
客
の
動
作
、
顧
客
の
会
話
な
ど
の
顧
客
を
識
別
す
る
た
め
の

研
究
方
法
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
さ
れ
、
常
に
店
員
の
サ
ー
ビ
ス
技
術
の
向
上

に
大
丸
が
力
を
注
ぎ
、
こ
れ
ら
の
資
料
や
情
報
が
全
店
員
に
行
き
渡
る
よ
う
に
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し
た
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。

（
22
） 

前
掲
『
創
業
二
百
三
十
四
年
株
式
会
社
大
丸
設
立
三
十
周
年
記
念
』
二
〜
四
・

二
十
頁
。
里
見
に
つ
い
て
は
『
店
友　

里
見
取
締
役
会
長
追
悼
特
別
号
』（
一

九
五
二
年
、
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）
が
貴
重
な
史
料
と
な
る
。

 

　

と
こ
ろ
で
、
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
髙
島
屋
常
務
取
締
役
、
昭
和
三

十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
横
浜
髙
島
屋
専
務
取
締
役
と
な
り
、『
日
本
橋
の
奇

蹟
―
デ
パ
ー
ト
随
筆
―
』（
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
七
年
）
を
刊
行
し
た
川

勝
堅
一
に
よ
る
『
サ
ー
ビ
ス
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
五
九
年
）
が
あ
る
。

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
呉
服
系
百
貨
店
と
し
て
急
成
長
し
た
髙
島
屋
で
培
っ

た
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
大
丸
と
比
較
す
る
う
え
で
重
要
な
資
料
と
な

る
。
今
後
も
戦
前
・
戦
後
に
呉
服
系
百
貨
店
が
展
開
し
た
顧
客
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
技
術
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
地
方
百
貨
店
も
含
め
て
課
題
と

し
て
お
き
た
い
。

（
23
） 

『
百
貨
店
新
聞
』（N

o. 285

）
昭
和
十
一
年
一
月
六
日
付
、
十
三
頁
。
中
途

採
用
と
は
い
え
、
武
田
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
生
ま
れ
で
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
時
五
十
歳
の
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
武
田
の
経
歴
に
つ
い

て
は
『
百
貨
店
新
聞
』（N

o. 282

）
昭
和
十
年
十
二
月
九
日
付
、
十
八
頁
。

（
24
） 

前
掲
『
百
貨
店
新
聞
』（N

o. 282

）
十
八
頁
。

（
25
） 

前
掲
『
大
丸
二
百
五
拾
年
史
』
三
五
一
〜
三
五
二
頁
。

（
26
） 

前
掲
『
大
丸
二
十
年
史
』（
一
六
〜
一
七
頁
）
に
は
、
発
行
当
時
に
大
丸
京
都

店
副
支
配
人
で
あ
っ
た
北
川
弥
一
が
、「
大
正
九
年
に
組
織
を
株
式
会
社
に
変

更
し
た
大
丸
が
、
更
に
昭
和
六
年
株
式
会
社
京
都
大
丸
を
合
併
し
て
経
営
の
一

元
化
が
完
成
し
た
意
義
深
い
時
に
私
は
入
社
し
た
。
会
社
の
基
礎
も
既
に
堅
実

に
固
ま
り
、
業
績
も
目
覚
し
い
進
展
を
示
し
、
店
舗
も
ほ
ぼ
完
成
し
て
商
品
の

取
揃
え
や
サ
ー
ビ
ス
方
面
な
ど
形
而
上
の
点
に
つ
い
て
も
、
古
い
伝
統
と
不
断

の
努
力
に
よ
っ
て
最
早
多
く
の
考
慮
を
要
せ
ぬ
程
度
に
ま
で
整
え
ら
れ
て
い
た

か
ら
、
そ
の
当
時
は
専
ら
全
大
丸
を
通
じ
て
の
機
構
の
統
一
や
制
度
の
改
正
や

店
員
の
教
育
等
に
つ
い
て
、
新
し
く
効
果
的
な
指
導
方
針
が
研
究
せ
ら
れ
、
そ

の
実
行
に
努
力
し
て
い
る
時
代
で
あ
っ
た
。（
中
略
）
商
品
監
理
の
方
法
は
年

と
共
に
改
正
せ
ら
れ
、
年
と
共
に
実
効
が
現
れ
て
、
資
産
の
内
容
が
非
常
に
堅

実
な
も
の
に
な
っ
た
許
り
で
な
く
、
商
品
の
回
転
が
理
想
的
な
数
字
を
示
す
よ

う
に
な
り
、
店
の
設
備
も
サ
ー
ビ
ス
も
、
こ
れ
に
伴
っ
て
著
し
く
向
上
し
て
行

く
の
が
見
ら
れ
た
の
は
、
非
常
に
愉
快
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
等

は
全
く
重
役
並
に
幹
部
諸
君
の
聡
明
と
誠
実
と
そ
の
統
制
下
に
置
か
れ
た
店
員

諸
君
の
努
力
に
依
る
も
の
で
あ
る
と
の
感
を
深
く
し
た
の
で
あ
る
（
後
略
）」

と
書
い
て
い
る
。

（
27
） 

『
自
昭
和
七
年
参
月
壱
日
至
昭
和
八
年
弐
月
弐
拾
八
日　

第
拾
参
期
営
業
報

告
書　

株
式
会
社
大
丸
』。
な
お
、『
自
昭
和
八
年
参
月
壱
日
至
昭
和
九
年
弐
月

弐
拾
八
日　

第
拾
四
期
営
業
報
告
書　

株
式
会
社
大
丸
』
に
は
、「
当
社
ハ
此

ノ
情
勢
ヲ
観
取
シ
、
之
ヲ
外
ニ
シ
テ
ハ
顧
客
ニ
対
ス
ル
サ
ー
ビ
ス
ノ
徹
底
ヲ
期

シ
、
之
ヲ
内
ニ
シ
テ
ハ
商
品
ノ
充
実
、
回
転
ニ
努
力
シ
タ
ル
結
果
幸
ニ
シ
テ
販

売
高
ニ
於
テ
モ
又
顧
客
数
ニ
於
テ
モ
、
前
年
ニ
比
シ
著
シ
ク
増
進
ヲ
見
タ
ル
ハ

欣
幸
ト
ス
ル
処
ナ
リ
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
自
昭
和
九
年
参
月
壱
日
至
昭
和
拾

年
弐
月
弐
拾
八
日　

第
拾
五
期
営
業
報
告
書　

株
式
会
社
大
丸
』
に
も
、「
商

品
内
容
ノ
充
実
ト
誠
実
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
ノ
徹
底
ト
ハ
斯
業
ノ
要
諦
ナ
ル
ヲ
以
テ

建
物
完
成
後
ノ
施
設
ト
シ
テ
本
年
度
ハ
特
ニ
コ
ノ
種
内
部
ノ
工
作
ニ
専
念
シ
タ

リ
」
と
あ
り
、
里
見
は
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
商
品
の
充
実
を
重
視
し
た
（
拙

著
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
一
七
七
〜
一
七
九
頁
参
照
）。
そ
の
ほ
か
に
店

員
訓
練
に
つ
い
て
は
、『
自
昭
和
拾
弐
年
九
月
壱
日
至
昭
和
拾
参
年
弐
月
弐
拾

八
日　

第
弐
拾
期
営
業
報
告
書　

株
式
会
社
大
丸
』
に
、「
逐
年
拡
張
ニ
継
グ

ニ
拡
張
ヲ
以
テ
シ
之
ガ
為
ニ
毎
期
不
尠
費
用
ヲ
投
ジ
今
日
ニ
至
レ
ル
当
社
ハ
今

ヤ
年
来
ノ
計
画
ノ
大
部
分
ヲ
完
了
シ
各
店
ノ
陣
容
漸
ク
整
ヒ
タ
ル
ヲ
以
テ
店
員

訓
練
ノ
徹
底
ト
相
俟
ツ
テ
所
期
ノ
業
績
ヲ
挙
ゲ
得
ル
ニ
至
リ
シ
コ
ト
ハ
洵
ニ
欣

幸
ト
ス
ル
処
ナ
リ
」
と
み
ら
れ
る
。
大
丸
京
都
店
人
事
教
育
部
長
武
田
が
話
し

て
い
た
店
員
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
成
果
も
出
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
28
） 

大
正
・
昭
和
期
の
大
丸
の
営
業
動
向
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
日
本
百
貨
店
業
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成
立
史
』
一
七
九
〜
一
八
五
頁
を
参
照
。

（
29
） 

戦
前
の
百
貨
店
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
満
薗
勇
が
「
百
貨
店
史
研
究
と
三
越

の
職
員
名
簿
」（
三
井
文
庫
編
『
三
井
文
庫
史
料　

私
の
一
点
〔
三
井
文
庫
論

叢
第
五
〇
号
別
冊
〕』
所
収
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
）
の
冒
頭
に
て
、「
今
で
は

百
貨
店
史
研
究
は
ひ
と
つ
の
分
野
と
し
て
定
着
し
た
感
も
あ
る
が
、
一
次
資
料

の
利
用
可
能
性
と
い
う
点
で
は
大
き
な
限
界
を
抱
え
て
い
る
」
と
記
し
て
お
り
、

重
要
な
指
摘
を
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
前
ま
で
の
呉
服
系
・
電
鉄

系
百
貨
店
の
経
営
業
績
の
研
究
に
限
ら
ず
、
多
様
な
視
点
か
ら
一
次
史
料
を
分

析
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
百
貨
店
史
研
究
に
と
っ
て
必
要
で
あ
ろ
う
。

凡
例

1
、 

翻
刻
文
の
体
裁
に
つ
い
て
は
原
則
し
て
原
史
料
通
り
と
し
、
適
宜
本
書

形
式
に
合
わ
せ
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
整
え
た
。
原
史
料
の
目
次
に
記

さ
れ
た
頁
は
本
稿
の
頁
と
の
関
係
で
紛
ら
わ
し
く
な
る
の
で
付
け
て
お
ら

ず
、
ま
た
目
次
お
よ
び
内
容
の
字
体
の
大
き
さ
は
出
来
る
限
り
統
一
し
、

字
間
に
つ
い
て
は
必
要
な
部
分
以
外
は
詰
め
た
。

2
、 

旧
字
体
は
原
則
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
、
判
読
を
助
け
る
た
め
必
要
な

箇
所
に
句
読
点
・
並
列
点
・
ル
ビ
を
加
え
る
な
ど
適
宜
修
正
を
施
し
た
。

ま
た
、
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
箇
所
を
平
仮
名
に
直
し
た
部
分
も
あ
る
。

3
、 

旧
仮
名
遣
い
は
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
た
。「
つ
」「
や
」「
よ
」
に
つ

い
て
は
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
右
寄
せ
に
し
た
。

4
、 「
居
ま
す
」「
い
ま
す
」
な
ど
の
同
じ
意
味
で
漢
字
使
用
と
平
仮
名
の
箇

所
や
、「
聴
く
」「
聞
く
」
な
ど
の
同
じ
表
現
（
読
み
方
）
で
漢
字
の
違
い

が
み
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
ソ
ノ
マ
マ
と
し
、
現
在
で
は
送
り
仮
名
が

と
く
に
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
以
外
は
ソ
ノ
マ
マ
と
し
た
。
な
お
、「
ゝ
」

「
ゞ
」
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
字
を
補
っ
た
。

5
、 

誤
字
・
脱
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
適
宜
修
正
を
施
し
た
。

6
、 

本
文
と
注
記
に
お
け
る
史
料
か
ら
の
引
用
文
な
ど
に
つ
い
て
も
本
凡
例

に
準
じ
て
い
る
。

附
記

　

こ
の
度
は
Ｊ
・
フ
ロ
ン
ト 

リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
の
植
田
順
子
様
（
大
阪
事
務
所
）

な
ら
び
に
加
藤
恵
美
様
、
菊
池
満
雄
様
（
名
古
屋
事
務
所
）
か
ら
史
料
館
所
蔵
の
貴
重
な

店
員
教
育
・
養
成
に
関
す
る
史
料
の
調
査
・
閲
覧
な
ら
び
に
ご
提
供
を
頂
き
、
そ
の
う
え

多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
七

年
度
中
部
大
学
特
別
研
究
費
に
基
づ
い
て
活
動
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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大
丸　

店
員
読
本　

八
巻
（
昭
和
三
年
二
月
一
日
発
行
）

　
　

目
次

　

応
用
販
売
術　

其
八

　
　
　

販
売
の
過
程

　
　

販
売
に
於
け
る
四
つ
の
過
程

　
　

顧
客
の
注
意
の
喚
起

　
　

顧
客
の
興
味
の
喚
起

　
　

所
有
欲
の
喚
起

　
　

顧
客
を
し
て
実
行
に
移
ら
し
め
る
事

　
　

応
用
販
売
術　

其
八

　
　
　
　

販
売
の
過
程

　

私
は
此
れ
迄
商
品
を
知
る
事
、
顧
客
を
知
る
事
、
貴
君
自
身
を
知
る
事
、

此
三
つ
が
肝
要
で
あ
る
事
を
力
説
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

此
等
三
つ
は
販
売
す
る
に
当
り
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
重
大
な
題
目
で
あ

り
ま
す
。
此
三
要
素
を
完
全
に
知
っ
て
居
る
人
は
販
売
員
と
し
て
の
準
備
を

よ
く
と
と
の
え
た
人
で
あ
り
ま
す
。

　

販
売
技
術
の
役
目
は
此
等
要
素
を
適
当
に
調
合
し
て
販
売
を
作
り
出
す
の

に
あ
る
の
で
す
。
私
が
こ
れ
か
ら
述
べ
よ
う
と
思
っ
て
居
る
の
は
此
調
合
の

方
法
で
普
通
に
販
売
の
過
程
と
し
て
知
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

 

販
売
に
於
け
る
四
つ
の
過
程

　

顧
客
が
貴
君
の
店
に
這
入
っ
て
直
ち
に
商
品
を
買
い
取
る
場
合
も
最
初
カ

タ
ロ
グ
を
請
求
し
て
か
ら
六
ヶ
月
間
も
考
え
た
上
で
買
い
取
る
場
合
も
、
其

心
の
裡
に
は
等
し
く

　
　

一
、
商
品
に
注
意
を
惹
く
事

　
　

二
、
興
味
を
喚
起
す
る
事

　
　

三
、
所
有
し
た
い
と
い
う
欲
望
を
起
す
事

　
　

四
、
買
う
と
決
定
す
る
事

の
四
つ
の
過
程
を
経
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
四
つ
の
過
程
が
販
売
階
梯
の

骨
組
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
明
確
に
こ
れ
を
念
頭
に
置
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

 

顧
客
の
注
意
の
喚
起

　

貴
君
は
「
商
品
は
ほ
し
い
が
一
応
よ
く
考
え
た
上
で
な
く
て
は
…
…
…
」

と
云
う
種
類
の
顧
客
に
随
分
よ
く
出
逢
う
場
合
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
は
高
価
な
も
の
の
場
合
に
あ
り
が
ち
な
事
で
あ
り
ま
す
が
、
金
が
沢

山
い
る
の
で
、
き
ま
る
迄
に
は
相
当
の
日
数
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

多
く
の
販
売
員
は
顧
客
の
心
を
第
三
の
過
程
ま
で
は
導
い
て
来
る
事
が
出

来
る
が
、
顧
客
の
心
に
第
四
の
過
程
一
つ
を
加
え
る
能
力
が
欠
け
て
居
る
ば

か
り
に
顧
客
を
逃
す
の
で
あ
り
ま
す
。
此
等
販
売
員
は
顧
客
の
心
を
第
四
の
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過
程
で
あ
る
的
確
な
る
決
心
の
状
態
に
持
っ
て
行
く
丈だ

け

の
気
力
、
又
は
工
夫

力
が
欠
け
て
居
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

此
能
力
は
只
経
験
と
研
究
に
よ
っ
て
の
み
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
、
心
は
無
意
識
に
働
く
も
の
に
非
ず

　

顧
客
は
偶
発
的
に
決
心
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
そ

れ
は
或
感
情
、
又
は
推
理
の
結
果
と
し
て
決
定
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

も
此
二
つ
の
要
素
は
貴
君
が
顧
客
に
与
え
る
事
の
出
来
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

顧
客
が
突
然
、

　
「
私
は
此
れ
を
頂
き
ま
し
ょ
う
」

　

と
云
っ
た
と
す
る
。
此
言
葉
の
出
る
動
機
は
何
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
顧

客
の
心
が
此
結
論
に
到
達
し
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
何
が
客
の
心

を
此
結
論
に
到
達
せ
し
め
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
顧
客
の
心
の
働
き

が
上
述
の
四
つ
の
過
程
を
と
る
事
を
強
い
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

Ａ
　

販
売
語
は
明
か
な
る
事

　

貴
君
が
顧
客
に
対
し
て
販
売
語
を
上
手
に
使
っ
て
も
、
尚
客
が
決
定
し
な

い
場
合
に
は
貴
君
は
、

　
「
客
に
決
定
さ
す
事
が
貴
君
の
任
務
で
あ
る
」

と
云
う
事
を
意
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

顧
客
に
そ
の
品
物
を
買
う
事
が
利
益
で
あ
る
事
を
納
得
さ
せ
る
様
に
合
理

的
に
、
且
つ
鮮
明
に
事
実
を
話
す
事
に
よ
っ
て
顧
客
を
し
て
決
定
せ
し
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。（
顧
客
の
心
を
傷
け
た
り
、
又
は
迷
惑
を
か
け
る
事

に
よ
っ
て
此
決
定
を
せ
し
め
る
事
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

　

貴
君
に
は
顧
客
に
理
由
の
あ
る
処
を
理
解
せ
し
め
、
是
認
せ
し
め
る
事
が

出
来
ま
す
か
。
そ
れ
が
出
来
れ
ば
貴
君
は
ほ
ん
と
の
販
売
員
で
あ
り
ま
す
。

Ｂ
　

販
売
に
必
要
な
条
件
は
普
通
整
っ
て
居
る
も
の
で
す

　

序
に
本
も
の
の
販
売
員
と
そ
れ
に
近
い
販
売
員
の
事
に
付
て
一
言
し
ま

し
ょ
う
。

　

只
顧
客
の
註
文
を
受
け
る
丈だ
け

の
人
な
ら
あ
り
あ
ま
る
程
沢
山
居
り
ま
す
。

凡
そ
一
つ
の
販
売
を
完
結
す
る
に
は
必
要
な
条
件
が
い
く
ら
か
整
っ
て
居
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
普
通
の
天
候
の
日
に
船
を
走
ら
す
事
の
出
来
る
人
の

事
を
「
船
乗
り
」
と
よ
ぶ
事
が
出
来
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
然
し
暴
風
怒

涛
に
出
遇
う
と
海
を
知
ら
な
い
人
の
様
に
心
が
弱
く
な
り
易
い
も
の
で
す
。

丁
度
其
様
に
普
通
の
状
態
の
も
と
に
在
っ
て
は
品
物
を
売
る
事
が
出
来
る
が
、

顧
客
が
或
商
品
を
欲
し
な
い
と
か
、
又
は
其
商
品
に
対
し
て
非
常
な
偏
見
を

持
っ
て
居
る
よ
う
な
普
通
の
状
態
で
な
い
場
合
に
は
其
商
品
を
売
損
う
販
売

員
が
相
当
沢
山
あ
り
ま
す
。
此
ん
な
場
合
に
此
種
の
販
売
員
に
取
っ
て
は
、

此
種
の
商
品
を
販
売
す
る
に
必
要
な
条
件
が
整
っ
て
居
な
い
事
に
な
る
訳
で

あ
る
が
、
反こ

れ
に
は
ん
し
て

之
真
の
販
売
員
と
な
る
と
此
種
の
取
引
の
危
機
を
（
条
件
を
自

ら
整
え
る
事
に
よ
っ
て
）
切
抜
け
る
事
が
出
来
る
。

　

売
損
ね
の
場
合
と
雖
も
販
売
の
諸
条
件
が
全
く
整
っ
て
居
る
場
合
が
可
成

多
い
。
此
等
の
場
合
、
諸
条
件
が
整
っ
て
居
な
い
様
に
思
わ
れ
る
る
が
、
事

実
に
於
て
諸
条
件
は
整
っ
て
居
る
。
例
え
ば
顧
客
は
正
統
の
欲
望
を
持
ち
、

金
を
持
っ
て
居
る
が
、
只
買
う
べ
き
商
品
の
利
益
を
充
分
明
確
に
理
解
し
て

居
な
い
場
合
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
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二
、
買
い
に
来
る
顧
客

Ａ
　

小
売
店
に
て
は
顧
客
の
注
意
を
惹
く
事
が
肝
要
で
あ
る

　

私
は
次
の
様
な
事
を
云
う
販
売
員
に
よ
く
出
逢
い
ま
す
。

　

 「
顧
客
の
注
意
を
惹
く
と
云
う
事
柄
は
小
売
店
内
に
て
は
あ
ま
り
重
要
な

事
で
は
な
い
。
無
論
貴
君
が
保
険
の
勧
誘
員
で
あ
る
な
ら
ば
顧
客
の
注
意

を
惹
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
其
れ
は
重
大
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
る

か
も
知
れ
ん
。
其
理
由
は
顧
客
は
各
自
の
事
務
所
に
居
て
、
保
険
に
は
あ

ま
り
興
味
を
持
っ
て
居
な
い
か
ら
…
…
…
。
然
る
に
小
売
店
に
て
は
顧
客

は
普
通
商
店
の
広
告
と
店
頭
装
飾
を
見
て
入
場
し
て
来
る
の
で
、
顧
客
の

注
意
は
其
所
に
列
べ
て
あ
る
物
品
に
よ
っ
て
惹
か
る
る
の
で
あ
る
。
従
っ

て
私
の
受
持
の
処
に
あ
る
商
品
に
対
し
て
、
顧
客
が
興
味
を
感
じ
な
か
っ

た
場
合
に
は
顧
客
の
注
意
を
惹
い
て
見
た
処
で
仕
方
が
な
い
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
。

　

次
に
小
売
店
内
に
於
て
顧
客
の
注
意
を
惹
く
事
が
普
通
の
販
売
員
の
考
え

て
居
る
以
上
に
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
云
う
事
、
及
び
其
注
意
を
惹
く
五
つ

の
手
段
に
就
て
御
話
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

若
し
も
販
売
員
が
次
に
述
ぶ
る
五
つ
の
方
法
を
絶
え
ず
用
い
る
な
ら
ば
、

普
通
な
ら
ば
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
可
き
客
五
人
の
内
、
ま
ず
一
人
は
其
販
売

員
の
売
場
に
と
ど
ま
る
事
を
、
私
は
自
ら
の
販
売
経
験
に
よ
っ
て
発
見
し
ま

し
た
。
換
言
す
れ
ば
貴
君
は
科
学
的
な
方
法
を
使
用
す
る
事
に
よ
り
、
貴
君

の
売
場
に
二
割
方
沢
山
の
客
足
を
と
ど
め
る
事
が
出
来
る
と
云
う
事
を
私
は

主
張
し
ま
す
。

　

私
は
店
内
を
ず
っ
と
廻
っ
て
見
る
と
、
可
成
沢
山
の
小
さ
な
商
品
（
此
品

の
一
年
間
の
売
上
は
可
成
の
金
高
に
登
る
処
の
）
を
見
受
け
ま
す
。
私
は
は

た
し
て
何
人
の
顧
客
が
此
等
の
小
さ
な
商
品
の
存
在
に
気
付
く
だ
ろ
う
か
と

不
審
を
抱
く
も
の
で
す
。
私
は
店
内
の
通
路
を
あ
ち
こ
ち
と
売
場
か
ら
売
場

へ
と
只
歩
い
て
居
る
顧
客
を
よ
く
見
受
け
ま
す
。
無
論
此
等
の
売
場
に
は

種
々
の
興
味
あ
る
商
品
が
趣
味
や
購
買
心
を
そ
そ
る
様
に
配
列
さ
れ
て
居
る

訳
で
す
。

　

大
体
此
等
の
商
品
は
充
分
に
顧
客
の
注
意
を
惹
い
て
居
る
で
し
ょ
う
か
？

私
は
注
意
を
惹
く
事
は
極
く
稀
で
あ
る
と
断
言
し
ま
す
。

Ｂ
　

五
つ
の
注
意
を
惹
付
け
る
も
の

　

１
、
迅
　
　
　
　

速

　

其
第
一
は
迅
速
と
い
う
事
で
あ
る
。

　

私
は
小
売
店
に
て
使
用
す
る
早
見
表
の
様
な
も
の
を
用
意
し
て
居
り
ま
す
。

私
は
販
売
の
や
り
っ
振
り
を
注
目
し
て
居
て
、
若
し
販
売
員
が
顧
客
の
好
く

様
な
方
法
で
、
迅
速
に
顧
客
に
近
寄
る
販
売
員
を
目
撃
し
た
る
場
合
に
は
、

其
度
毎
に
一
点
を
其
販
売
員
に
与
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
迅
速
に
近
寄
る
方

法
に
次
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

（
イ
）
何
時
も
油
断
な
き
事

　

私
は
若
し
販
売
員
が
何
時
で
も
油
断
の
な
い
態
度
を
示
す
な
ら
ば
一
点
を

与
え
ま
す
。
若
し
私
が
店
に
は
い
っ
て
、
何
時
で
も
油
断
を
見
せ
な
い
態
度

を
私
に
示
す
販
売
員
に
出
逢
う
時
は
、
私
は
自
然
に
其
販
売
員
の
前
に
あ
る

商
品
に
興
味
を
起
し
易
い
が
、
若
し
此
等
販
売
員
の
私
に
対
す
る
態
度
が
無

頓
着
で
あ
る
場
合
に
は
、
私
は
其
売
場
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
様
に
な
り
易

い
の
で
す
。
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（
ロ
）
他
の
仕
事
を
中
止
す
る
事

　

私
は
顧
客
が
接
近
し
て
来
た
時
に
自
分
の
仕
事
を
中
止
し
て
全
部
の
注
意

力
を
、
其
顧
客
に
向
け
る
用
意
を
す
る
販
売
員
に
一
点
を
与
え
る
の
で
あ
り

ま
す
。

　

私
は
多
く
の
店
で
、商
品
の
数
を
引
合
せ
た
り
、他
の
販
売
員
と
話
し
合
っ

た
り
な
ど
し
て
居
て
、
客
に
は
一
向
注
意
を
払
わ
な
い
販
売
員
を
見
受
け
ま

す
が
、
此
様
な
販
売
員
は
顧
客
は
店
の
賓ひ
ん

客き
や
くで

あ
る
と
云
う
事
を
認
め
な
い

人
達
で
あ
り
ま
す
。

（
ハ
）
顧
客
に
接
す
る
為
め
進
出
す
る
事

　

私
は
顧
客
に
接
す
る
為
め
に
客
の
方
へ
進
み
寄
っ
て
行
く
販
売
員
に
一
点

を
与
え
ま
す
。

　

沢
山
の
販
売
員
は
顧
客
が
売
場
台
に
来
る
迄
じ
っ
と
立
っ
た
な
り
で
待
っ

て
居
る
。
そ
し
て
興
味
、
気
力
、
及
び
直
ち
に
御
勉
め
す
る
精
神
の
欠
け
て

居
る
事
を
客
に
示
し
て
居
ま
す
。

　

私
は
私
に
接
す
る
為
め
に
二
、三
歩
私
の
方
へ
歩
み
寄
っ
て
来
る
販
売
員

を
好
み
ま
す
。
此
態
度
は
「
販
売
員
は
、
私
に
接
す
る
事
を
喜
ぶ
」
と
云
う

事
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

若
し
販
売
員
が
固
着
し
た
か
の
様
に
突
立
っ
て
居
る
な
ら
ば
、
其
態
度
は

「
無
頓
着
」を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
此
販
売
員
は
私
の
方
へ
二
、

三
歩
歩
み
寄
る
事
さ
え
欲
し
な
い
の
で
、
私
は
自
然
「
宜
敷
い
、
販
売
員
君
。

君
は
僕
に
用
事
が
な
い
よ
う
だ
ね
。
僕
は
僕
を
迎
え
て
呉
れ
る
或
他
の
都
へ

行
こ
う
よ
」

　

と
つ
ぶ
や
き
た
く
な
り
ま
す
。

　

顧
客
に
迅
速
に
接
し
損
ね
る
と
云
う
事
は
非
常
に
単
純
な
事
柄
で
あ
る
が
、

然
し
其
為
め
に
沢
山
な
売
損
ね
が
出
来
ま
す
。
此
の
間
、
私
の
懐
中
時
計
が

と
ま
っ
た
の
で
私
は
貴
金
属
の
係
員
に
、

　
「
ど
こ
が
悪
い
の
で
し
ょ
う
か
」

と
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
係
員
は
拡
大
鏡
を
目
に
宛
て
が
っ
て
、

　
「
少
々
ほ
こ
り
が
あ
り
ま
す
」

と
答
え
ま
し
た
。
そ
れ
で
話
は
打
切
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
其
原
因
は
無
頓

着
に
云
っ
た
「
少
し
の
ほ
こ
り
」
が
、
た
た
っ
た
訳
な
の
で
す
。

　

貴
君
は
懐
中
時
計
よ
り
は
余
程
複
雑
な
人
間
の
頭
脳
を
扱
っ
て
居
る
の
で

あ
り
ま
す
。
顧
客
の
頭
の
中
に
は
約
二
十
億
の
神
経
細
胞
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
顧
客
を
し
て
品
物
を
買
わ
し
む
る
処
の
動
因
は
、
適
当
の
時
に
於
て
客

の
心
を
打
つ
或
些
細
な
事
柄
で
あ
る
場
合
が
屡し
ば

々し
ば

な
の
で
す
。

　

私
の
古
い
先
生
が
一
度
次
の
様
な
事
を
私
に
話
し
て
呉
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
。

　
「
人
々
の
間
の
相
違
は
大
き
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
僅
少
の

相
違
に
重
大
な
意
義
が
あ
る
」
と
。

　

二
人
の
ト
ラ
ッ
ク
競
技
者
を
例
に
採
っ
て
話
し
ま
す
と
、
彼
等
は
同
じ
種

類
の
足
、
同
じ
種
類
の
筋
肉
を
持
っ
て
、
同
じ
動
作
に
よ
っ
て
走
る
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
彼
等
の
間
に
多
少
の
相
違
が
出
来
ま
す
。
其
相

違
こ
そ
勝
負
を
決
す
る
処
の
重
大
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

販
売
の
場
合
に
於
て
も
些
細
な
事
柄
が
屡し
ば

々し
ば

販
売
の
活
殺
を
決
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
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２
、
顧
客
に
対
す
る
態
度

　

次
に
注
意
を
惹
付
け
る
も
の
は
態
度
で
あ
り
ま
す
。

（
イ
）
表
情
に
期
待
を
示
す
事

　

私
は
期
待
を
現
わ
す
表
情
に
対
し
て
一
点
を
与
え
ま
す
。
私
が

　
「
如
何
で
御
座
い
ま
す
か
」

　

と
云
う
意
味
を
色
々
の
云
い
現
し
方
で
顧
客
に
云
っ
た
場
合
に
、
私
は
顧

客
の
返
答
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
、
又
、
受
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

若
し
私
が
私
の
顔
や
身
体
に
、

　
「
私
は
顧
客
が
私
に
返
答
す
る
事
を
期
待
し
て
居
ま
す
」

　

と
云
う
態
度
を
示
す
な
ら
ば
、
顧
客
は
私
に
話
し
か
け
る
も
の
で
す
。
其

呼
吸
を
呑
込
む
事
が
大
切
で
す
。

　

貴
君
は
顧
客
を
惹
付
け
て
置
く
為
め
に
は
、
相
当
の
思
慮
分
別
が
必
要
で

あ
る
事
を
御
存
知
で
す
か
？

　

貴
君
が
顧
客
に
意
味
を
表
情
に
現
わ
し
て
話
す
時
に
は
彼
れ
が
唖お
し

や
聾ろ

う

で

な
い
限
り
、
貴
君
に
何
か
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
に
さ
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

貴
君
が
顧
客
の
注
意
を
惹
か
な
か
っ
た
場
合
に
は
顧
客
に
其
責
を
き
せ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
様
に
独
言
し
な
さ
い
。

　
「
こ
う
つ
と
、
私
は
一
体
充
分
考
え
て
居
る
の
だ
が
、
あ
の
人
は
私
以
上

に
考
え
て
居
る
か
し
ら
。
私
の
考
え
が
足
ら
な
い
か
ら
私
の
処
に
と
ど
ま
ら

な
い
の
か
知
ら
」
と
。

　

若
し
販
売
員
が
私
の
と
ど
ま
る
事
を
期
待
す
る
な
ら
ば
、
私
は
と
ど
ま
り

ま
す
。

　

販
売
員
の
表
情
は
商
店
の
方
針
を
最
も
よ
く
示
す
指
針
器
で
あ
り
ま
す
。

　

貴
君
は
顧
客
が
そ
こ
に
居
る
の
を
喜
び
ま
す
か
。

　

貴
君
は
機
会
が
貴
君
の
前
に
提
供
さ
れ
て
居
る
事
を
御
喜
び
に
な
り
ま
す

か
。

　

貴
君
は
貴
君
が
顧
客
及
び
貴
君
の
雇
主
に
対
し
て
尽
す
奉
仕
に
付
て
よ
く

考
え
ま
す
か
。

　

若
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
心
懸
け
は
反
影
し
て
適
当
な
る
貴
君
の
表

情
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
ロ
）
元
気
ら
し
い
態
度

　

私
は
活
動
的
に
見
え
る
販
売
員
に
一
点
を
与
え
ま
す
。

　

貴
君
は
顧
客
を
と
ど
め
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
御
存
知
で
す
か
。
そ
れ
は

活
力
で
あ
り
ま
す
。
若
し
貴
君
が
活
動
的
に
出
来
て
居
な
い
な
ら
ば
、
活
動

的
な
表
情
丈だ
け

で
も
な
さ
い
。

　

私
は
色
ん
な
店
で
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
も
た
れ
か
か
っ
た
り
、
売
場
什
器
の

中
に
ま
ざ
っ
て
居
て
、
其
前
を
通
っ
て
も
気
が
つ
か
な
い
様
な
処
に
居
る
販

売
員
を
よ
く
見
受
け
ま
す
。

　

私
は
又
よ
く
目
を
光
ら
し
て
立
っ
て
居
る
販
売
員
、
即
ち
貴
君
の
目
に
よ

く
と
ま
る
、
そ
し
て
目
に
と
ま
っ
た
ら
、
容
易
に
其
前
を
通
過
す
る
事
の
出

来
な
い
様
な
態
度
の
販
売
員
を
目
撃
し
ま
す
。

（
ハ
）
自
信
の
あ
る
態
度

　

私
は
自
信
の
あ
る
態
度
に
対
し
て
一
点
を
与
え
ま
す
。

　

貴
君
は
自
信
の
あ
る
様
に
見
え
る
男
女
を
御
好
み
に
な
り
ま
す
か
。
私
の

云
う
の
は
自う
ぬ

惚ぼ
れ

で
は
な
い
の
で
す
よ
。
自
信
の
事
な
の
で
す
。
此
種
の
販
売
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員
は
顧
客
の
注
意
を
惹
く
処
の
素
振
り
を
持
っ
て
居
り
ま
す
。

　

３
、
侍は

べ

　

る
　

心

　

注
意
を
惹
付
け
る
第
三
の
方
法
は
、
侍
る
心
と
云
う
事
で
あ
り
ま
す
。
此

性
質
は
二
つ
の
方
法
に
て
、
有
効
に
表
示
す
る
事
が
出
来
ま
す
。

（
イ
）
予
期
し
な
い
奉
仕
を
施
す
事

　

或
婦
人
が
雨
の
降
る
日
、
濡
れ
た
洋
傘
を
手
に
し
て
店
に
這
入
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
す
る
と
販
売
員
が
、

　
「
奥
さ
ん
、
貴
君
の
御
傘
を
御
渡
し
下
さ
い
ま
せ
。
御
買
物
の
間
、
御
預

り
致
し
ま
し
ょ
う
。
御
召
も
の
の
裾
が
濡
れ
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら

…
…
…
」

　

と
申
し
ま
し
た
。
す
る
と
客
は
其
意
外
に
喜
ん
で
、

　
「
え
え
、
ど
う
も
有
難
う
」

　

と
云
っ
て
悦う
れ

し
相
に
答
え
ま
し
た
。
販
売
員
は
洋
傘
を
売
場
台
の
中
に
置

き
ま
し
た
。
と
見
る
と
客
は
い
つ
の
間
に
か
早
や
興
味
を
持
っ
て
商
品
を
見

て
居
ま
し
た
。

　

此
販
売
員
は
其
婦
人
客
に
対
し
て
客
の
予
期
し
な
い
奉
仕
を
な
す
事
に

よ
っ
て
顧
客
の
心
を
容
受
的
（
当
方
の
云
う
事
を
受
け
容
る
）
態
度
に
か
え

た
の
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
顧
客
の
此
態
度
を
得
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
ロ
）
顧
客
の
言
葉
を
と
ら
え
る
事

　

第
二
に
顧
客
の
最
初
の
言
葉
を
と
ら
え
よ
。

　

顧
客
が
貴
君
に
何
か
云
っ
た
時
、
又
は
貴
君
が
何
か
売
付
け
よ
う
と
勉
め

て
居
る
其
人
が
、
貴
君
に
何
か
云
っ
た
場
合
に
は
い
つ
で
も
其
顧
客
の
最
初

の
言
葉
を
逃
さ
な
い
で
、
同
じ
事
を
繰
返
し
て
顧
客
に
云
わ
す
様
な
事
の
な

い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

　
「
今
何
ん
と
仰
し
ゃ
い
ま
し
た
か
」
と
か
、

　
「
も
う
一
度
仰
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
」

と
云
っ
て
居
る
販
売
員
を
見
た
時
に
は
一
点
引
去
る
の
で
あ
り
ま
す
。

私
は
販
売
員
が
、

「
い
や
、あ
れ
は
顧
客
の
過
失
だ
。
あ
の
客
は
殆
ん
ど
口
の
裡
で
物
を
言
っ

て
居
る
。
あ
の
客
は
簡
明
に
話
さ
な
か
っ
た
の
で
、
私
に
は
客
の
云
う
事

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
」

と
云
っ
て
自
己
弁
解
を
し
て
居
る
販
売
員
を
よ
く
見
ま
す
。

　

此
際
客
の
話
っ
振
り
は
問
題
で
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
正
し
く
聴
取
る
事

が
貴
君
の
仕
事
で
あ
り
ま
す
。

茲こ
こ

に
一
つ
の
難
局
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
客
が
貴
君
に
不
明
瞭
に
話
し
て
い
ま

す
。
此
場
合
の
あ
な
た
の
仕
事
は
、

　
「
い
や
、
こ
ん
な
客
で
な
く
、
も
っ
と
違
っ
た
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
云
っ
た
様
な
泣
言
を
云
わ
な
い
で
此
難
局
に
接
す
る
事
で
あ
り
ま
す
。

　

貴
君
は
客
の
顔
を
見
、
客
の
口
元
に
注
目
し
、
耳
を
聳そ
ば

立だ

て
て
客
の
発
音

を
よ
く
聴
き
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
十
の
内
、
九
迄
は
彼
れ
の
言
葉
を
正
し

く
と
ら
え
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　

４
、
話
　

振
　

り

　

第
四
の
注
意
惹
付
磁
石
は
話
振
り
で
あ
り
ま
す
。
此
話
振
り
は
次
の
四
つ

の
方
法
に
よ
っ
て
有
効
に
使
う
事
が
出
来
ま
す
。

（
イ
）
私
は
丁
寧
な
話
振
り
に
対
し
て
一
点
を
与
え
ま
す

　

貴
君
は
人
々
が
丁
寧
に
話
し
て
居
る
や
否
や
を
判
断
す
る
事
が
出
来
ま
す
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か
。
私
の
云
う
て
居
る
の
は
人
々
の
言
葉
使
い
で
は
な
い
で
の
で
す
。
人
々

の
話
振
り
な
の
で
す
よ
。
話
振
り
を
よ
く
分
析
研
究
し
、
此
れ
を
販
売
に
適

用
し
て
御
覧
な
さ
い
。
顧
客
は
貴
君
の
非
凡
な
る
話
振
り
に
よ
っ
て
自
然
と

惹
付
け
ら
れ
ま
す
。

（
ロ
）
私
は
顧
客
に
対
し
て
相
応
し
い
会
話
を
す
る
販
売
員
に
一
点
を
与
え

ま
す

　

私
は
品
位
の
あ
る
顧
客
と
会
話
す
る
場
合
に
は
品
位
の
あ
る
言
葉
を
使
い
、

「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
云
っ
た
種
類
の
客
」
に
は
う
ち
と

け
た
言
葉
を
用
い
ま
す
。
言
葉
を
換
え
て
云
え
ば
自
分
を
顧
客
に
合
せ
て
行

く
の
で
す
。

　

又
、
貴
君
は
貴
君
の
会
話
を
商
品
に
合
せ
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ピ
ア
ノ
の
広
告
な
ど
に
は
品
位
の
あ
る
販
売
の
要
語
が
使
っ
て
あ
り
ま
す
が
、

タ
バ
コ
な
ど
の
広
告
に
な
る
と
、
親
し
い
友
人
の
肩
を
た
た
い
て
、

　
「
お
い
其
古
く
さ
い
ジ
ミ
ー
パ
イ
プ
な
ん
か
よ
せ
よ
」

と
云
っ
た
風
な
要
語
が
使
っ
て
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
タ
バ
コ
と
ピ
ア
ノ
の
間

に
は
非
常
な
相
違
が
あ
る
の
で
す
。

　

私
は
高
級
な
商
品
を
売
っ
て
居
な
が
ら
、
其
会
話
に
充
分
の
品
位
の
あ
る

言
葉
を
使
用
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
事
を
認
め
て
居
な
い
販
売
員
を
知
っ
て

居
ま
す
。
又
、
私
は
安
物
を
売
っ
て
居
な
が
ら
恐
ろ
し
く
品
位
の
あ
る
販
売

要
語
を
使
っ
て
居
る
販
売
員
を
も
知
っ
て
居
り
ま
す
。
貴
君
の
売
っ
て
居
る

商
品
及
び
貴
君
が
売
ら
ん
と
し
て
顧
客
の
性
質
に
応
じ
て
貴
君
の
会
話
を
あ

て
は
め
て
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
ハ
）
即
時
の
サ
ー
ビ
ス

　

私
は
会
話
な
り
、
動
作
な
り
に
よ
っ
て
即
時
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
販

売
員
の
サ
ー
ビ
ス
に
一
点
を
与
え
ま
す
。

　

貴
君
は
直
ち
に
商
品
を
客
に
渡
す
事
が
出
来
る
と
云
う
事
を
客
に
示
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
え
え
、
持
っ
て
居
り
ま
す
と
も
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」

と
云
っ
て
直
ち
に
商
品
を
取
出
す
…
…
…
此
れ
が
真
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
ま

す
。

（
ニ
）
顧
客
の
名
前
を
使
用
せ
よ

　

顧
客
の
名
前
を
販
売
員
が
使
用
す
る
場
合
に
は
二
点
を
与
え
ま
す
。

　

販
売
員
で
顧
客
の
名
前
を
確
め
る
丈だ
け

の
努
力
を
す
る
も
の
が
少
な
い
の
で
、

此
点
を
与
え
る
機
会
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

若
し
貴
君
が
い
い
精
神
的
の
訓
練
を
経
て
進
ん
で
行
き
た
い
と
望
ま
る
る

よ
う
で
し
た
ら
、
顧
客
が
店
へ
這
入
っ
て
見
え
た
時
に
其
客
の
名
前
を
知
る

事
に
勉
め
て
御
覧
な
さ
い
。
此
れ
は
最
も
い
い
注
意
惹
付
の
方
法
の
一
つ
で

あ
り
ま
す
。
顧
客
は
自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
る
事
に
興
味
を
感
ず
る
の
で
あ

り
ま
す
。

　

５
、
声
の
調
子

　

顧
客
を
と
ど
め
其
注
意
を
惹
く
方
法
と
し
て
、
最
後
に
挙
げ
た
い
の
は
貴

君
の
使
用
す
る
音
調
で
あ
り
ま
す
。

（
イ
）
聴
き
得
る
事

　

貴
君
の
音
声
は
聞
こ
え
る
程
度
の
も
の
で
す
か
。
音
調
は
明
確
で
す
か
。

　

顧
客
は
明
確
な
挨
拶
の
言
葉
を
聞
く
時
に
は
よ
く
立
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
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り
ま
す
。
貴
君
が
顧
客
に
、

　
「
御
早
う
御
座
い
ま
す
」

と
云
っ
て
も
客
は
貴
君
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
事
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
貴
君
の
音
調
に
惹
付
け
る
力
が
な
い
か
ら
な
の
で
す
。

　

音
調
は
腕
の
筋
肉
の
様
に
発
達
さ
せ
る
事
が
出
来
ま
す
。
雄
弁
家
の
話
を

聞
い
た
場
合
に
、
貴
君
は
其
人
の
音
調
に
よ
っ
て
、
よ
く
其
人
の
特
徴
を
知

る
事
が
出
来
る
場
合
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

（
ロ
）
誠
実

　

貴
君
は
ほ
ん
と
に
誠
実
で
あ
り
ま
す
か
。
若
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

其
れ
は
貴
君
の
声
に
現
わ
れ
る
も
の
で
す
。
貴
君
は
そ
れ
を
秘
す
事
は
出
来

ま
せ
ん
。

　

い
く
ら
貴
君
が
芝
居
上
手
で
も
十
中
の
九
迄
は
誠
実
を
其
音
調
に
現
わ
さ

ず
に
や
っ
て
の
け
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
又
、
誠
実
が
な
い
の
に
あ
る
様
な

話
振
り
を
し
て
も
音
調
が
承
知
し
ま
せ
ん
。

（
ハ
）
拍
子
の
よ
い
事

　

最
も
注
意
を
よ
く
惹
付
け
る
音
声
は
、
拍
子
の
よ
い
音
声
で
、
即
ち
あ
ま

り
高
く
な
く
低
く
な
く
、
顧
客
の
神
経
を
静
か
な
方
に
導
く
整
調
さ
れ
た
る

音
声
で
あ
り
ま
す
。
然
し
其
音
声
は
無
論
ね
む
け
を
呼
ぶ
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

（
ニ
）
顧
客
に
副
う
様
に

　

音
調
は
顧
客
に
よ
っ
て
加
減
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

　

顧
客
の
心
が
迷
っ
て
い
る
際
に
顧
客
の
注
意
を
呼
戻
す
為
め
に
、
声
を
高

め
、
又
、
貴
君
の
云
う
事
を
耳
を
そ
ば
立
て
て
聞
か
せ
る
為
め
に
音
調
を
低

め
る
事
が
得
策
で
あ
る
場
合
を
私
は
よ
く
見
受
け
ま
す
。

　

此
等
は
興
味
の
あ
る
実
験
で
あ
り
ま
す
。
此
等
を
時
々
試
み
て
御
覧
な
さ

い
。
顧
客
が
興
味
を
失
な
い
か
け
て
居
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
貴
君
は

其
音
調
を
か
え
て
、
そ
し
て
其
結
果
を
御
覧
な
さ
い
。

此
方
法
に
よ
っ
て
貴
君
は
よ
く
客
の
注
意
を
、
呼
戻
す
事
が
出
来
ま
す
。

　

私
が
聴
衆
に
演
説
し
て
居
る
際
、
或
人
が
居
眠
を
し
て
居
る
の
を
発
見
し

た
場
合
に
は
、
私
は
語
調
を
高
め
て
其
人
の
眠
け
を
醒
す
事
が
あ
り
ま
す
。

若
し
二
、三
の
人
が
雑
談
を
初
め
た
場
合
に
私
は
突
然
語
調
を
低
め
ま
す
。

　

総
て
此
種
の
方
法
は
顧
客
の
注
意
を
惹
付
け
る
手
段
に
利
用
す
る
事
が
出

来
ま
す
。
今
、
客
が
店
へ
ぶ
ら
り
と
這
入
っ
て
来
た
と
し
ま
す
。
若
し
私
が

販　売　の　階　梯

１  迅 速
２  態 度
３  留 心（慇懃）
４  話し振り
５  声の調子

１  強制力のある的確な販売語
２  積極的表示
３  客の手許に商品を置く事
４  商品を有利に示す事
５  障害となるべき点を除く事

１  客の暗示に従い販売語を調
　  節する事
２  必要に応じいれぢえを客に
　  与える事
３  反対障害を予期する事

１  決心の遅るる理由を確めて
　  之を除去する事
　  販売語の要点を総括する事
２  客の同意点に説き及ぶ事　  決定する様暗示を与える事
　  客をして実行せしめる事

⎧
｜
⎨
｜
⎩

注  意

興  味

欲  望

実  行
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元
気
よ
く
客
の
方
へ
二
、三
歩
歩
み
寄
っ
て
、
期
待
を
以
て
客
を
眺
め
、
快

活
に
、

　
「
奥
さ
ん
御
早
う
御
座
い
ま
す
」

と
云
っ
て
微
笑
し
、
貴
君
の
表
情
に
「
貴
君
が
注
意
深
く
慇
懃
で
、
直
ち
に

客
に
御
勤
め
す
る
様
身
構
え
て
居
る
事
」
を
客
に
示
し
た
場
合
に
は
、
打

ち
ゃ
っ
て
置
け
ば
行
き
過
ぎ
る
は
ず
の
五
人
の
内
一
人
は
惹
付
け
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
惹
付
け
ら
れ
た
五
人
の
内
か
ら
一
つ
の
販
売
を
得
る
事
が
出
来
る
事

と
思
い
ま
す
。
此
私
の
採
算
の
数
字
が
如
何
に
正
し
い
か
試
み
て
御
覧
な
さ

い
。

　

若
し
貴
君
が
或
客
の
御
相
手
を
し
て
居
る
時
に
、
他
の
客
が
這
入
っ
て
来

た
場
合
に
は
其
新
た
に
這
入
っ
て
来
た
客
に
、

　
「
如
何
で
御
座
い
ま
す
か
？　

一ち
ょ
っ
と寸

、
一
、二
分
、
御
待
ち
を
願
い
ま
す
」

と
御
挨
拶
な
さ
い
。
そ
し
て
今
、
御
相
手
を
し
て
居
る
顧
客
の
顔
を
か
す
め

て
新
客
を
眺
め
に
っ
こ
り
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
顧
客
は
自
分
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
居
な
い
事
を
意
識
し
て
普
通
以
上
に
長
く
持
っ
て
呉
れ
る
も
の

で
す
。

　
　

 

顧
客
の
興
味
の
喚
起

　

顧
客
が
足
を
と
ど
め
商
品
を
取
上
げ
た
と
仮
定
し
ま
す
。
こ
れ
で
貴
君
は

客
の
注
意
を
惹
い
た
訳
で
す
。
販
売
階
梯
に
於
け
る
次
の
階
段
は
興
味
を
惹

起
す
る
事
で
す
。

一
、
強
制
力
の
あ
る
適
確
な
販
売
語

　

貴
君
は
如
何
に
し
て
顧
客
の
興
味
を
起
さ
す
事
が
出
来
ま
す
か
？　

そ
れ

は
貴
君
の
使
う
言
葉
と
貴
君
の
動
作
に
よ
っ
て
惹
起
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
諸
要
点
を
含
む
的
確
な
る
販
売
語
を
使
う
販
売
員
に
五
点
を
与
え
ま

す
。
私
は
販
売
員
が
不
明
瞭
な
販
売
語
を
使
っ
て
客
を
迷
わ
し
て
居
る
場
合

に
は
五
点
を
引
去
り
ま
す
。
そ
ん
な
事
で
は
客
の
興
味
を
惹
く
事
は
出
来
な

い
事
を
知
っ
て
居
ま
す
か
ら
…
…
…
。

　

販
売
員
が
的
確
な
る
要
点
を
話
す
場
合
に
は
顧
客
の
興
味
を
よ
り
容
易
に

惹
起
す
る
事
が
出
来
る
事
を
、
私
は
経
験
に
よ
っ
て
よ
く
知
っ
て
居
り
ま
す
。

顧
客
は
的
確
に
要
点
を
納
得
し
な
い
場
合
に
は
、
其
心
は
迷
っ
て
し
ま
っ
て

決
し
て
決
定
と
云
う
処
ま
で
や
っ
て
来
ま
せ
ん
。

（
イ
）
明
白
な
れ

　

皆
さ
ん
が
顧
客
を
逃
し
た
後
、
又
は
販
売
に
成
功
し
た
場
合
に
、

　
「
こ
う
つ
と
自
分
は
客
に
何
ん
と
云
っ
た
か
知
ら
」

と
自
問
し
て
御
覧
な
さ
い
。
そ
し
て
其
全
部
を
紙
に
書
上
げ
て
其
理
由
を
見

極
め
て
御
覧
な
さ
い
。
此
方
法
は
貴
君
の
陳
述
説
明
を
明
白
に
す
る
為
め
の

訓
練
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

若
し
貴
君
が
此
方
法
を
実
行
さ
る
る
な
ら
ば
、
何
時
で
も
貴
君
の
販
売
高

を
増
加
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
顧
客
に
対
し
て
は
明
白
な
る
陳
述
の
み
を
な

さ
い
。
貴
君
は
其
の
総
て
の
陳
述
を
明
白
に
し
顧
客
が
其
れ
を
了
解
し
、
相

手
が
其
れ
を
感
じ
る
事
の
出
来
る
程
度
に
は
っ
き
り
と
、
又
、
顧
客
の
心
を

購
買
と
云
う
決
勝
点
に
引
入
れ
る
程
度
に
生
々
と
し
た
強
制
力
の
あ
る
も
の

に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
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二
、
積
極
的
の
表
示

　

貴
君
は
話
を
す
る
時
に
は
積
極
的
な
方
法
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

若
し
貴
君
に
話
す
事
の
な
い
場
合
に
は
殊
更
に
話
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

若
し
貴
君
が
客
に
何
か
重
要
な
る
事
柄
を
話
す
場
合
に
は
、
貴
君
は
真
に
其

意
味
す
る
処
を
遺
憾
の
な
い
様
に
話
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
い
く
ら
貴

君
が
あ
ら
ゆ
る
知
識
を
持
っ
て
居
て
も
、
顧
客
に
話
す
場
合
に
貴
君
が
真
に

意
味
し
て
居
る
通
り
を
か
っ
ち
り
と
云
わ
な
い
な
ら
ば
、
顧
客
は
貴
君
の
言

葉
を
充
分
心
に
留
め
て
呉
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
私
が
無
表
情
に
、

　
「
皆
さ
ん
ど
う
も
建
物
が
焼
け
て
居
る
様
に
思
い
ま
す
が
…
…
」

と
皆
さ
ん
に
云
っ
た
と
仮
定
し
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
皆
さ
ん
は
、

　
「
さ
ー
、
火
事
が
い
っ
て
居
る
か
も
知
れ
ん
。
が
、
い
っ
て
居
な
い
か
も

知
れ
ん
」

と
御
答
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

反こ
れ
に
は
ん
し
て

之
若
し
私
が
真
に
其
れ
を
意
味
す
る
様
に
、

　
「
火
事
だ
。
火
事
だ
。
建
物
が
焼
け
て
居
る
！
」

と
云
っ
た
な
ら
、
皆
さ
ん
は
直
ち
に
飛
上
っ
て
出
口
の
方
へ
走
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

三
、
動
作
は
言
葉
以
上
に
も
の
を
云
う

　

ど
う
し
た
ら
貴
君
の
動
作
に
よ
っ
て
客
の
興
味
を
惹
起
す
る
事
が
出
来
る

か
と
申
し
ま
す
と
、
先
ず
第
一
に
客
に
見
せ
る
商
品
を
迅
速
に
持
っ
て
来
る

事
で
あ
り
ま
す
。
顧
客
を
待
た
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
其
為
に
客
の
興
味
は

殺
が
れ
ま
す
か
ら
。

（
イ
）
商
品
を
迅
速
に
示
す
事

　

此
事
に
就
て
は
店
員
読
本
七
巻
の
靴
下
及
び
窓
ふ
き
と
ゴ
ル
フ
遊
び
の
話

を
ご
参
照
下
さ
い
。

（
ロ
）
顧
客
の
処
へ
商
品
を
持
っ
て
来
る
事

　

次
に
客
に
腰
掛
を
与
え
、
其
処
へ
商
品
を
持
っ
て
御
出
な
さ
い
。
大
量
な

も
の
に
な
る
と
無
論
そ
れ
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
普
通
の
商
品
の
場
合
に
で
も

販
売
員
は
此
勉
め
を
怠
り
易
い
も
の
で
す
。
貴
君
達
が
腰
を
掛
け
る
時
、
貴

君
達
の
筋
肉
は
安
ま
り
、
そ
し
て
も
っ
と
容
易
に
私
の
云
っ
て
居
る
事
を
吸

集
す
る
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　

此
れ
に
関
連
し
て
電
池
売
り
の
御
話
を
一
つ
致
し
ま
し
ょ
う
。

　

電
池
の
販
売
員
が
私
に
、

　

 「
ど
う
も
挙
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
の
効
果
が
ど
う
し
て
も
挙
ら
れ
な

い
。
一
つ
其
原
因
を
分
析
し
て
見
て
下
さ
い
」

と
云
う
の
で
す
。
其
原
因
は
訳
な
く
判
っ
た
の
で
す
。
即
ち
其
店
で
は
電
池

を
小
さ
な
台
の
上
に
陳
列
し
て
居
る
の
で
す
。
そ
し
て
客
は
販
売
員
が
電
池

の
説
明
を
し
て
居
る
間
、
立
っ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
其
原
因
で

あ
っ
た
の
で
す
。

　

電
池
販
売
員
は
中
々
立
派
な
説
明
を
す
る
し
、
総
て
の
点
に
於
て
遺
憾
な

点
は
な
い
が
、
只
其
設
備
の
点
に
於
て
顧
客
は
電
池
を
見
る
為
め
に
立
っ
た

ま
ま
少
し
前
に
寄
り
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
う
欠
陥
が
あ
る
の
で

す
。
私
が
販
売
員
の
話
を
約
二
十
分
程
聞
い
て
居
ま
し
た
が
、
立
っ
て
居
る

為
に
私
は
其
膝
に
非
常
に
疲
労
を
感
じ
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
「
貴
君

は
い
つ
も
、
客
を
こ
ん
な
風
に
立
た
し
て
置
く
の
で
す
か
」
と
尋
ね
ま
す
と
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彼
は
、

　
「
は
い
、
無
論
そ
う
で
す
」

と
云
っ
て
、

　
「
其
れ
よ
り
外
に
方
法
が
な
い
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
云
っ
た
風
に
し
て
私
を
見
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
、

　

 「
或
は
私
の
考
え
が
間
違
っ
て
居
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
若
し
私
が
此

商
売
を
し
て
居
た
ら
、
私
は
客
の
為
に
腰
掛
を
具
え
、
そ
し
て
電
池
を
客

の
側
に
持
っ
て
行
っ
て
、
其
れ
を
見
る
の
に
少
し
の
余
分
の
骨
を
折
ら
さ

な
い
様
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
…
…
…
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

其
後
二
ヶ
月
を
経
過
し
た
後
、
私
は
其
販
売
員
か
ら
、

「
私
の
暗
示
に
よ
っ
て
販
売
高
を
非
常
に
増
加
し
た
」

と
云
う
手
紙
を
受
取
り
ま
し
た
。
此
れ
は
些
細
な
事
柄
が
非
常
な
相
違
を
招

来
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
ハ
）
顧
客
の
手
の
と
ど
く
処
に
商
品
を
置
け

　

顧
客
が
腰
を
掛
け
て
居
る
場
合
で
も
客
の
手
の
と
ど
く
処
に
商
品
を
置
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
客
を
商
品
に
手
の
ふ
る
る
処
迄
お
い
や
る
事
は
さ

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
よ
ほ
ど
せ
っ
か
ち
の
顧
客
以
外
は
大
抵
そ
れ
を

好
み
ま
せ
ん
。

四
、
商
品
を
有
利
に
陳
列
せ
よ

　

光
線
と
位
置
の
立
場
か
ら
見
て
商
品
を
最
も
有
利
に
陳
列
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
貴
君
は
商
品
を
最
も
注
意
を
惹
く
様
に
取
扱
う
事
が
出
来
ま
す

か
。
貴
君
は
此
れ
に
依
っ
て
価
値
を
造
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
り
ま
す
。
商

品
は
売
ら
れ
る
迄
は
価
値
の
な
い
も
の
で
あ
る
事
を
御
記
憶
な
さ
い
。
貴
君

は
商
品
の
陳
列
の
仕
方
に
よ
っ
て
商
品
か
ら
価
値
を
作
出
す
事
が
出
来
ま
す

か
？　

私
は
顧
客
の
目
に
う
つ
る
商
品
の
価
値
を
増
す
様
に
商
品
を
配
列
す

る
事
に
苦
心
す
る
販
売
員
に
五
点
を
与
え
ま
す
。

五
、
総
て
の
障
害
と
な
る
べ
き
点
を
除
く
事

　

如
何
な
る
不
満
足
な
点
を
も
客
の
心
に
入
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
其
理
由

は
若
し
商
品
の
不
満
足
な
点
が
客
の
心
に
這
入
る
や
、
其
不
満
足
の
原
因
は

取
除
か
れ
た
後
で
さ
え
も
客
の
記
憶
に
保
た
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
心

理
学
的
原
則
の
証
明
と
し
て
一
分
の
間
、
電
灯
を
見
つ
め
て
そ
れ
か
ら
目
を

他
に
転
ん
じ
て
御
覧
な
さ
い
。
貴
君
は
次
の
瞬
間
に
何
を
見
ま
す
か
。
貴
君

は
依
然
と
し
て
電
灯
を
見
ま
す
。
即
ち
電
灯
の
影
像
が
貴
君
の
視
覚
に
残
る

の
で
あ
り
ま
す
。

　

丁
度
其
様
に
不
満
足
の
記
憶
は
販
売
員
が
不
満
の
点
を
取
除
い
た
と
考
え

て
居
て
も
、
一
度
客
の
心
に
這
入
っ
た
場
合
は
其
心
の
中
に
保
た
れ
て
居
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
不
満
点
は
光
線
の
様
に
速
に
失
せ
わ
し
な
い
。

（
イ
）
商
品
の
取
扱
方
に
よ
っ
て
商
品
の
価
値
を
増
大
せ
よ

　

商
品
の
価
値
を
増
加
せ
し
め
る
様
に
商
品
を
取
扱
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
貴
君
の
商
品

の
取
上
げ
方
、
貴
君
の
商
品
の
持
ち
方
、
貴
君
の
商
品
の
見
せ
方
に
よ
る
の

で
あ
り
ま
す
。

　

或
販
売
員
は
其
方
法
を
知
っ
て
居
ま
す
。
此
等
の
販
売
員
は
商
品
を
注
意
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深
く
几
帳
面
に
取
扱
い
ま
す
。
彼
等
は
商
品
を
賞
賛
の
目
付
き
で
見
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
客
は
調
子
を
合
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
貴
君
が
商
品
に
付
て

考
え
る
処
の
事
を
客
も
等
し
く
考
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

（
ロ
）
商
品
の
見
せ
方
は
技
術
で
あ
る

　

最
後
に
、客
を
惹
付
け
る
手
段
と
し
て
残
っ
て
居
る
も
の
は
、あ
て
は
ま
っ

た
商
品
を
客
に
見
せ
る
と
云
う
事
で
あ
り
ま
す
。
客
が
或
品
を
要
求
し
た
場

合
に
、
要
求
と
は
違
っ
た
品
（
色
、
サ
イ
ズ
、
目
方
等
の
）
を
取
出
し
て
見

せ
る
。
此
れ
が
客
の
興
味
を
殺
ぐ
最
も
確
な
原
因
で
あ
り
ま
す
。

　

客
の
要
求
し
た
商
品
を
客
に
御
渡
し
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
客
は
興
味
を

感
じ
て
来
る
。
貴
君
は
其
興
味
を
持
っ
て
居
る
客
を
相
手
に
話
す
事
が
出
来

る
。
客
は
注
意
し
て
商
品
を
取
扱
い
、
必
要
に
応
じ
て
質
問
を
始
め
る
。

　

茲
で
販
売
階
梯
は
次
の
過
程
に
入
り
ま
す
。

　
　

 

所
有
欲
の
喚
起

　

第
二
の
階
梯
は
欲
望
の
喚
起
で
あ
り
ま
す
。

　

客
に
貴
君
の
商
品
を
所
有
し
た
い
と
云
う
欲
望
を
起
さ
せ
る
事
で
あ
り
ま

す
。一

、
顧
客
の
暗
示
に
従
い
販
売
語
を
調
節
す
る
事

（
イ
）
客
の
興
味
に
乗
っ
て
そ
れ
を
利
用
す
る
事

　

客
の
暗
示
に
販
売
話
を
あ
て
は
め
て
行
く
販
売
員
に
対
し
私
は
二
点
を
与

え
ま
す
。
私
は
客
が
或
陳
述
を
し
た
場
合
、
電
い
な
ず
まの

如
く
速
に
要
点
を
と
ら
え

て
置
い
て
客
に
興
味
が
乗
っ
て
来
る
に
つ
れ
て
、
適
宜
そ
れ
を
利
用
す
る
販

売
員
に
対
し
て
二
点
を
与
え
ま
す
。

　

虚
栄
の
事
に
就
て
御
話
し
た
際
、
顧
客
達
は
自
分
達
の
話
し
て
居
る
事
柄

は
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
感
じ
が
ち
で
あ
る
事
を
私
は
申
し
ま
し
た
。
若
し

顧
客
が
或
商
品
の
事
を
「
大
き
過
ぎ
る
」「
小
さ
過
ぎ
る
」、
色
が
「
淡
過
ぎ

る
」「
濃
過
ぎ
る
」、「
広
過
ぎ
る
」「
狭
過
ぎ
る
」
な
ど
と
評
し
た
場
合
に
は
、

其
陳
述
を
心
に
留
め
て
置
い
て
他
の
商
品
を
見
せ
て
居
る
際
に
引
用
し
て
、

　

 「
此
は
貴
君
に
よ
く
合
い
ま
す
。
今
一
つ
の
分
は
貴
君
の
仰
し
ゃ
っ
た
様

に
少
し
狭
過
ぎ
ま
す
。
御
覧
下
さ
い
。
此
分
は
少
し
広
く
て
き
っ
と
貴
君

の
御
希
望
に
一
致
し
ま
す
」

と
云
っ
た
風
に
御
話
な
さ
い
。

二
、
必
要
に
応
じ
て
顧
客
に
い
れ
ぢ
え
を
与
え
よ

　

次
に
必
要
に
応
じ
て
顧
客
に
観
念
を
供
給
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
顧

客
に
対
し
て
絶
え
ず
目
を
見
張
り
な
さ
い
。
そ
れ
は
貴
君
の
目
で
も
っ
て
、

客
を
困
ら
す
と
云
う
意
味
で
は
な
く
、

　
「
よ
く
お
わ
か
り
に
な
り
ま
し
た
か
」

　
「
何
か
他
の
陳
述
方
法
で
御
判
り
に
な
る
よ
う
に
話
し
直
し
ま
し
ょ
う
か
」

と
伺
う
態
度
を
意
味
す
る
の
で
す
。

　

貴
君
が
水
の
這
入
っ
た
鍋
を
、ス
ト
ー
ブ
の
上
に
置
い
た
場
合
、水
を
時
々

加
え
な
い
と
乾
燥
し
て
し
ま
い
ま
す
。
又
、
あ
ま
り
水
を
加
え
過
ぎ
る
と
あ

ふ
れ
ま
す
。

　

顧
客
の
場
合
も
此
れ
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。
或
販
売
員
は
客
に
充
分
の
観
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念
を
供
給
し
な
い
。
然
る
に
他
の
販
売
員
は
客
が
全
く
要
点
を
と
ら
え
損
う

程
度
に
沢
山
の
観
念
を
客
に
注
ぎ
込
む
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

（
イ
）
商
品
の
特
点
の
申
立
て
る
事

　

貴
君
の
商
品
に
或
特
殊
の
品
質
が
あ
り
ま
す
か
。
若
し
あ
る
な
ら
ば
、
非

常
に
注
意
し
て
此
れ
を
陳
述
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

顧
客
が
其
商
品
の
事
を
よ
く
知
っ
て
居
る
と
想
定
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
靴
の
販
売
員
が
バ
ン
プ
（
靴
の
表
皮
）
と
云
う
言
葉
を
客
に
使
っ
て

居
る
の
を
見
受
け
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
今
日
此
頃
の
顧
客
の
多
く
は
バ
ン

プ
と
云
う
言
葉
を
知
ら
な
い
事
は
貴
君
も
御
存
知
で
し
ょ
う
。
若
し
貴
君
の

取
扱
っ
て
居
る
商
品
に
特
殊
の
特
長
の
あ
る
場
合
に
は
、
此
れ
を
説
明
す
る

際
の
用
語
に
付
て
注
意
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

（
ロ
）
顧
客
の
心
を
導
く
程
度
の
早
さ
に
言
葉
の
速
度
を
な
す
事

　

販
売
員
は
顧
客
と
同
じ
速
度
で
話
す
事
に
よ
っ
て
、
客
の
心
を
左
右
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
客
に
従
っ
て
調
子
を
合
す
の
で
は
な
く
、
常

に
客
に
先
ん
じ
客
を
導
き
な
が
ら
速
度
を
合
わ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

三
、
反
対
障
害
を
予
期
す
る
事

　

顧
客
が
障
害
を
持
出
さ
ん
と
し
始
め
る
時
は
、
即
ち
買
う
事
を
さ
け
る
為

め
の
口
実
を
見
出
さ
ん
と
し
始
め
た
時
な
の
で
あ
り
ま
す
。

　

水
に
溺
れ
ん
と
し
て
居
る
人
が
藁わ
ら

に
す
が
る
様
に
、
顧
客
は
販
売
に
導
か

れ
つ
つ
あ
る
事
を
自
ら
感
ず
る
時
に
、

　

 「
そ
う
で
す
ね
。
私
は
い
つ
か
頂
戴
し
ま
す
が
、
今
日
は
よ
し
て
置
こ
う

か
と
思
い
ま
す
」

と
云
っ
た
様
な
事
を
申
し
ま
す
。
が
、
そ
れ
は
単
に
買
わ
さ
れ
る
事
か
ら
逃

れ
る
為
に
無
理
か
ら
作
っ
た
口
実
な
の
で
あ
り
ま
す
。

（
イ
）
表
示
さ
れ
た
も
の
を
取
除
く
よ
り
も
表
示
以
前
に
此
を
防
止
す
る
方

が
容
易
で
あ
る

　

貴
君
は
顧
客
の
心
に
起
っ
て
来
る
処
の
あ
る
障
害
を
予
期
す
る
事
が
出
来

ま
す
か
。

　

顧
客
が
反
対
を
声
明
し
た
場
合
に
其
反
意
を
彼
の
心
か
ら
た
た
き
出
し
て

し
ま
う
事
は
、
顧
客
の
心
に
反
対
意
志
が
這
入
っ
て
行
く
事
を
防
ぐ
よ
り
も

一
層
困
難
で
あ
る
事
を
貴
君
は
御
存
知
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
は
此
場
合
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
れ
は
極
く
簡

単
な
事
で
す
。

　

顧
客
の
毎
日
持
出
し
て
く
る
障
害
（
反
対
）
事
項
を
一
々
紙
に
書
い
て
、

其
障
害
事
項
に
打
勝
つ
最
上
の
答
え
を
与
え
て
御
覧
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば

貴
君
は
顧
客
に
対
し
て
、

　

 「
ど
う
も
此
商
品
の
値
段
と
し
て
高
過
ぎ
る
様
に
、（
貴
君
は
）
御
考
え
に

な
っ
て
居
ら
る
る
様
に
思
わ
れ
ま
す
が
」

と
云
っ
た
風
な
事
を
云
う
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
其
結
果
は
顧
客
の
心

か
ら
其
障
害
を
一
つ
取
去
っ
た
事
に
な
り
、
其
れ
丈だ

け

客
を
支
配
し
、
導
く
点

に
於
て
有
利
な
地
位
に
立
つ
事
が
出
来
ま
す
。

（
ロ
）
最
善
の
答
弁
を
考
案
し
て
そ
れ
を
列
挙
す
る
事

　

私
が
甞か

つ

て
或
種
類
の
商
品
を
売
っ
て
居
た
際
に
、
上
述
の
様
な
障
害
に
備

え
る
為
め
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
打
っ
た
二
十
八
頁
の
答
を
作
っ
た
事
が
あ

り
ま
す
。
此
種
の
分
析
研
究
は
何
よ
り
も
販
売
員
に
自
信
を
与
え
る
も
の
で
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あ
り
ま
す
。

　

貴
君
は
起
り
易
い
如
何
な
る
状
態
の
も
と
に
あ
っ
て
も
常
に
其
場
合
の
主

人
役
で
あ
る
と
感
ず
る
事
が
出
来
ま
す
。
貴
君
に
は
準
備
が
出
来
て
居
ま
す
。

　
　

 

顧
客
を
し
て
実
行
に
移
ら
し
む
る
事

一
、  

決
心
の
遅
る
る
理
由
を
確
め
て
之
を
除
き
、
客
を
し
て
実
行
せ
し
む

る
事

　

今
、
障
害
を
予
測
す
る
方
法
に
付
て
一
、二
の
例
を
挙
げ
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

第
四
の
階
梯
は
客
を
し
て
実
行
に
移
ら
し
む
る
事
で
あ
り
ま
す
。
若
し
顧

客
が
商
品
は
欲
し
て
居
る
が
、
都
合
の
い
い
決
定
を
す
る
事
を
躊
躇
し
て
居

る
場
合
、
販
売
員
は
販
売
の
第
四
の
階
梯
を
う
ま
く
切
り
抜
け
る
為
め
に
は

其
躊
躇
の
理
由
を
発
見
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
例
を
挙
げ
て
見
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
の
婦
人
が
春
の
日
に
或
店
へ
這
入
っ
て
参
り
ま
し
た
。
其
客
は
春
売

出
の
為
に
値
下
げ
を
し
て
居
る
衣
服
類
を
見
て
居
ま
し
た
が
、
黒
い
服
が
彼

女
の
注
意
を
惹
き
ま
し
た
。
其
客
は
そ
れ
を
着
て
見
て
確
に
気
に
入
っ
た
様

で
し
た
。
私
は
そ
れ
を
見
て
居
て
、

　

 「
あ
の
婦
人
は
黒
の
衣
類
を
殆
ん
ど
買
い
か
け
て
居
る
。
し
か
し
一
般
の

婦
人
の
様
に
決
心
す
る
前
に
先
ず
方
々
の
店
を
当
っ
て
見
る
事
を
欲
し
て

居
る
よ
う
だ
」

と
独
語
し
ま
し
た
。
一
般
に
婦
人
は
此
種
の
商
品
を
買
う
前
に
三
つ
の
店
を

見
比
べ
る
も
の
で
す
。

　

扨さ

て
此
婦
人
は
第
二
の
店
に
行
き
ま
し
た
。
し
か
し
其
客
は
其
処
で
は
試

し
着
を
し
て
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に
彼
女
の
気
に
入
っ
た
も
の
が
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

私
は
其
客
の
後
を
つ
け
て
第
三
の
店
へ
参
り
ま
し
た
。

　

婦
人
は
青
い
衣
服
を
見
付
ま
し
た
。
そ
し
て
非
常
に
気
に
入
っ
た
ら
し
い
。

婦
人
は
そ
れ
を
試
し
て
見
ま
し
た
が
、
私
に
は
其
婦
人
の
心
の
中
の
争
闘
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

婦
人
は
一
言
も
云
わ
な
い
の
で
、
販
売
員
は
其
客
の
心
の
中
の
迷
い
を
知

る
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
販
売
員
は
気
持
の
い
い
販
売
語
を
客
に
放
ち

ま
し
た
が
、
婦
人
は
買
う
と
申
し
ま
せ
ん
。
婦
人
は
殆
ど
買
っ
て
居
る
。
婦

人
は
其
を
欲
し
て
居
る
が
、
依
然
と
し
て
何
物
か
が
販
売
を
阻
止
し
て
居
る

の
で
す
。

（
イ
）
青
い
婦
人
服
と
黒
い
婦
人
服

　

販
売
に
は
非
常
に
微
妙
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。
一
体
何
が
販
売
を
阻
止
し

て
居
る
の
で
す
か
？　

此
場
合
、
貴
君
は
其
原
因
を
見
出
す
か
、
そ
れ
で
な

い
と
販
売
を
失
う
の
で
す
。
最
後
に
夫
人
が
、

　
「
さ
ー
、
私
は
も
う
少
し
見
廻
り
ま
し
ょ
う
」

と
云
っ
て
、
そ
し
て
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
其
販
売
員
の
処
を
去
ろ
う
と
致
し

ま
し
た
。
此
場
合
、
或
種
の
販
売
員
な
ら
ば
容た

易や

す
く
客
を
逃
し
て
し
ま
う

処
で
す
が
、
此
販
売
員
は
鋭
敏
に
考
え
て
客
の
処
へ
や
っ
て
来
る
や
、

　

 「
ど
う
ぞ
奥
さ
ん
、
よ
く
御
見
比
べ
下
さ
い
。
私
は
貴
女
が
或
他
の
服
の

事
を
御
考
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
か
と
気
遣
っ
て
居
り
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ま
す
が
…
…
…
」

と
申
し
ま
し
た
。
す
る
と
婦
人
が
、

　
「
え
え
、
そ
う
で
し
た
」

と
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
販
売
員
が
此
れ
に
対
し
て
、

　

 「
貴
女
が
御
考
え
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
す
る
、
そ
れ
は
屹き

っ
と度

非
常

に
よ
く
貴
女
に
に
あ
う
も
の
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
」

と
応
じ
ま
し
た
。
其
言
葉
は
可
成
強
く
婦
人
の
虚
栄
心
に
訴
え
ま
し
た
。

婦
人
は
微
笑
し
て
速
に
、

　
「
え
え
、
そ
れ
は
黒
い
服
で
し
た
」

と
答
え
ま
し
た
。

　

販
売
員
は
そ
こ
で
初
め
て
原
因
を
突
き
と
め
ま
し
た
。
販
売
員
は
秘
さ
れ

て
居
た
敵
の
所
在
を
見
出
し
ま
し
た
。
即
ち
黒
服
が
青
服
の
販
売
の
邪
魔
を

し
て
居
る
の
で
す
。
そ
こ
で
販
売
員
は
に
っ
こ
と
笑
っ
て
、

　

 「
青
服
の
方
が
黒
よ
り
も
春
季
に
な
っ
て
か
ら
も
っ
と
長
く
御
召
に
な
る

事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
」

と
申
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
と
同
じ
様
な
意
味
の
事
を
違
っ
た
云
い
方
で

三
度
び
繰
返
し
ま
し
た
が
、
五
分
の
後
に
は
婦
人
は
青
服
を
買
っ
て
居
ま
し

た
。
販
売
員
は
質
問
に
よ
っ
て
敵
の
所
在
を
突
き
留
め
て
、
巧
み
な
販
売
を

し
た
の
で
す
。

　

貴
君
は
無
見
当
に
販
売
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。
若
し
貴
君
が
躊
ち
ゅ
う

躇ち
ょ

し
て

居
る
客
に
売
ら
ん
と
す
る
場
合
に
貴
君
は
何
を
顧
客
か
ら
見
出
し
ま
す
か
？

仮
に
貴
君
が
、

　
「
少
し
御
値
段
が
高
過
ぎ
る
様
に
御
考
え
に
な
っ
て
居
ら
れ
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」

と
尋
ね
た
場
合
に
、
顧
客
が
そ
う
で
す
と
云
う
な
ら
ば
、
貴
君
は
敵
を
見
付

け
た
訳
で
、
追
及
し
て
相
違
の
理
由
を
陳
述
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
そ
れ
を

し
な
い
様
で
は
、
貴
君
は
真
の
販
売
員
で
は
無
く
て
単
な
る
注
文
受
け
で
あ

り
ま
す
。
貴
君
は
客
を
巧
み
に
導
く
事
が
出
来
な
い
よ
う
で
は
、
貴
君
は
会

社
に
と
っ
て
あ
ま
り
有
益
な
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
ロ
）
二
百
円
の
コ
ー
ト
対
百
二
十
五
円
の
コ
ー
ト
＝
七
十
五
円
対
犢

こ
う
し

　

障
害
を
見
出
し
此
れ
に
打
勝
っ
た
他
の
例
を
申
し
ま
し
ょ
う
。

　

或
日
ア
イ
オ
ワ
の
或
町
で
私
は
農
場
主
夫
婦
が
そ
の
婦
人
の
コ
ー
ト
を
買

い
に
或
店
へ
は
い
っ
た
の
を
見
ま
し
た
。

　

彼
等
は
商
品
を
よ
く
見
た
後
、
百
二
十
五
円
の
コ
ー
ト
に
し
よ
う
か
、

二
百
円
の
も
の
に
し
よ
う
か
と
迷
っ
て
居
ま
し
た
。
主
人
の
方
は
安
い
方
に

目
を
付
け
て
居
る
が
、
婦
人
の
方
は
高
い
方
に
興
味
を
持
っ
て
居
る
の
が
私

に
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
、

　
「
若
し
販
売
員
が
此
等
の
内
の
一
つ
を
顧
客
の
為
め
に
撰
定
し
て
や
ら
な

く
て
は
売
損
ね
る
が
…
…
…
」

と
思
っ
て
居
ま
し
た
。

　

す
る
と
販
売
員
は
決
心
し
て
二
百
円
の
服
に
勢
力
を
向
け
た
の
で
す
。
即

ち
販
売
員
は
先
ず
こ
の
農
場
主
の
名
前
を
最
初
に
突
き
留
め
て
其
裕
福
な
人

で
あ
る
事
を
知
っ
て
居
た
の
で
、

　

 「
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
、
此
等
二
つ
の
コ
ー
ト
の
間
に
は
非
常
な
値
段
の
相
違

が
あ
る
よ
う
に
御
考
え
の
様
で
す
が
、
結
局
あ
ま
り
大
し
た
違
い
に
な
り

ま
せ
ん
よ
。
此
等
二
つ
の
コ
ー
ト
の
値
段
の
差
は
貴
君
の
農
場
の
犢こ

う
し一

疋
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の
値
段
に
丁
度
相
当
し
ま
す
」

と
申
し
ま
し
た
。
御
客
は
其
思
い
を
自
分
の
農
場
に
走
ら
せ
、
沢
山
の
き
た

な
い
、
ウ
ヨ
ウ
ヨ
と
歩
み
廻
っ
て
い
る
犢
の
群
の
事
、
そ
の
内
の
一
疋
が
自

分
の
妻
と
二
百
円
の
コ
ー
ト
の
間
に
介
在
し
て
居
る
事
を
連
想
し
ま
し
た
。

農
場
主
は
そ
れ
を
考
え
終
わ
る
や
婦
人
に
何
か
小
声
で
云
っ
た
様
で
し
た
が
、

婦
人
が
又
何
か
答
え
ま
し
た
。
す
る
と
農
場
主
が
最
後
に
、

　
「
あ
の
分
を
も
ら
っ
て
置
き
ま
し
ょ
う
」

と
云
っ
て
二
百
円
の
コ
ー
ト
を
指
示
し
ま
し
た
。

　

此
販
売
は
障
害
を
予
知
し
、
金
銭
を
犢
に
か
え
る
事
に
よ
っ
て
成
功
し
た

の
で
あ
り
ま
す
。
七
十
五
円
の
差
が
あ
っ
た
の
で
す
が
―
た
っ
た
一
疋
の
犢

が
何
ん
だ
？　

七
十
五
円
と
云
う
と
懐
中
に
大
分
答
え
る
よ
う
で
す
が
、
犢

の
事
に
な
る
と
全
く
只
の
様
に
感
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
―
沢
山
の
犢
を
持
っ
て

い
ま
す
か
ら
…
…
…
。

　

此
れ
は
非
常
に
巧
妙
な
販
売
術
の
現
わ
れ
で
す
。
無
論
、
此
方
法
は
無
差

別
に
使
用
す
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
絶
え
ず
心
に
持
っ
て
い
て
適
度
に
応

用
し
て
ご
覧
な
さ
い
。

（
二
〇
一
七
年
十
月
三
一
日　

受
理
）
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